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研 究 報 文 
* 石井 清 意 
Ev RGM AORRIEMEB LURRERE o.oo. a 良夫 
島 澤 光夫 

三流 川 変成 岩 中 の 低 変 成 度 の ペリ ティ ツク な 片 内 の な か の 
TAO EE 0 Se Ao BRE 
FUE OWPEA UVR OF—b GFA T IT oo cece cee cece {z a 
足尾 鉄山 産 鉱 右 の 反射 緊 微 鏡 的 研究 (J) (RPGR UBERESK).... 山 江 aR 
Pe Ta ee ices Res AS ECHL sue ee ee ewe ee ce ee oe 島津 光夫 


会 報 及 び 雑 報 
会 員 動 静 ; 本 会 主任 の 変更 , 会 費 払 込 の 件 , 日 本 地質 学会 東北 支部 総会 及び 講演 会 
新 = 紹介 


Handbook of gem identification. By R. T. Liddiccat Jr. 
ASTM standards 1952 (part 5) 


Py GK 
伝 物 学 及び 結 品 学 Wenzelite & baldaufite の hureaulite 
え の 一 致 Be7 fe 
BeFRU KU Kenya, Ruri BROT VAVRRE DS fe 
金属 BR 学 Jersey SHS Pia es 
石油 鉄 床 学 原油, アス ファ アルト, 含 油 岩 石 に 伴う ウラ = 
ウム 及び その 他 の 講 金 属 外 3 件 


HEAL ALLE 2A UR BALES 
Fl AS et a OD RS 


Bae 新入 会 〕 加納 富夫 (名 古屋 市 中 村 区 岩塚 町 五 反 域 35), 安部 英博 (熊本 
市 黒門 町 下 立 田 550 の 2 野村 方 )。 
(SRRUEH) 阿古 中 邦夫 (北海 道 札 幌 郡 豊 平 町 石山 27T8SE WG), Fr TBC 
(東京 都 中 野 区 宮園 四 2029), FY-VA-4°7 トル 商会 (東京 都 文 京 区 江 
戸川 町 15), 高島 清 (広島 市 基 町 1 広島 通産 局内 地質 調査 所 ), via (東京 
都 陸 代田 区 丸の内 2 の 18 ASE BREE K. K.), A Rm RRATRAR 
SOK 1 © 4 He WV 6 PSK K.K. Beppe), HARE (東京 都 世 田 ケ 谷 区 
FETE 39), 島田 忠夫 (東京 都 新宿 区 市 ヶ 谷 河田 町 8 工業 技術 院 地質 調査 所 右 
油 課 ))) | ARB (北海 道 空知 郡 明治 上 芦別 鉄 業 所 京町 ), BSak (静岡 県 田方 郡 
修善 寺町 態 坂 42). 高橋 純一 (東京 都 柳 並 区 和田 本 町 981) 
(He) AMIR ER AMRORMICRL, こ > RRIEA CREORER 
Bo 
ABELOBR 本 会 役員 中 本 年 度 の 庶務 主任 と し て は 植田 BRA, Bareecr 
CUTRREE, MBEELL CHERREROAIBY ONT (編集 係 ) 。 
BERAO 会 須 の 精算 を 行 つ て お り ま すか ら , 昭和 23 年 度 AB (400 円 ) 未納 
の 方 は 至急 本 会 (振替 凶 台 8825 B) 宛 お 払込 み 下 さい 。o 
BAMA RS SILER RRUBRS 昭和 29 年 10 月 22 BA 9 時 より 苦手 大 
学生 学部 で 日 本 地質 学会 東北 支部 総会 及び 講演 会 が 開催 され た 。 論 会 議事 に 引続き 
平沢 正四 郎 氏 の “岩手 県 の 地質 ,, と 題する 記念 講演 が あり , つい で 次 の 学術 講演 が 
4onKo 

4 RET MEIC SEBO (長谷 弘 太 郎 ), 仙台 附近 の 地質 に つい て 3 つの 
問題 (AEH A), 浮遊 性 有 孔 虫 辞 より 見 た 秋田 油田 南部 の 第 三 系 (岩佐 三郎 ), 岩 
手 県 和賀 属 本 畑 炭 破 附 近 の 地質 に つい て (及川 昭 四 郎 ), RAB AMO MAIO 
いて (MARA, 佐藤 二郎 ), 福島 県 四倉 町 附近 の 減 中 層 の 有 有 孔 虫 化石 群 に つい て 
(OK, HERE) 常 毅 談 田 湯 長 谷 層 中 の 砂岩 の 粒度 分 析 結 果 CAE), 登 
HRCA SEBROMECOW TC (HER), 大 野 層 に つい て ( 小 健 義 和男), 青 
HEIR PSP ORERCE CBWE HUE (RE), 北上 山地 の マン ガン 鉱床 の 研究 (2) 
賜 手 県 金沢 鉄山 , 大 谷山 鉄山 の マン ガン 鉱床 (高橋 維 一 郎 ), 松尾 鉄 打 の 富 鉱 部 と 
地質 和 構造 に つい て (RiMEZH), 上 披 首 湖 成 層 の 暴 積 学 的 差 察 一 災害 問題 に 関連 し 
て (ESE), PLAGE A ILGKROMOAZEIH  a—iMHelc OVC (加納 
ti), 釜石 鉄鋼 鉱床 宮 鉱 休 の 特性 (和田 成人 ), FARGKUNNC IRIS 6 Sh aT AG 
と その 成果 に つい て (藤田 勇雄 ) , FUKAIEICF ORE (BSF RIGRS), 福 
島 県 填 山 附近 の 壇 武 岩 類 に つい て (和信 島 隆 一 )。 

守 い て 同 夜 6 時 か ら は 柚 温泉 に 於 い て 穏 親 会 が 催 され, 翌 23 Bike 
ホー ル で , 地学 教育 を 振興 せよ GRR), 原子 力 問 題 と ツラ ニッ ツ ム 盗 源 (渡辺 
次 郎 ) の 公開 学術 講演 会 が 開か れ , 多数 の 市 民 が 来 聴 し た 。 
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SEP PAA OFF REM Bas k ORR 
The Rydke granites and Rydke metamorphics at the 
Ina district, Nagano Prefecture. 


a3 


A 井 清 £€ (Kivohiko Ishii)* 
2 FL & 夫 (Yoshio Ueda)* 
f YE 96 夫 (Mitsuo Shimazu)* 


Abstract: Ina district is located at the northernmost of the Ryoke 
zone and mainly composed of Rydke-granites, Rydke-metamorphics and 
non-metamorphic sediments. The eastern margin of this district along the 
median tectonic line is composed of the Kashio Gneiss. These complex 
grade into non-metamorphic sediments toward west. The Rydke zone ot 
this area mainly comprises metamorphic. rocks, granites and. scme 
migmatites. The Rydke metamorphic rocks are composed of schistose 
hornfels, mica schists, banded gneisses, meta-diabases, quartz schists 
and crystalline limestones. From mode of occurrence and petrographic 
feature, migmatites of this area can be divided into the following three 
rock types. 

1 Schistose fine grained biotite granite and gtanitic gneiss. 

2 Gneissose granite. 

3 Fine grained two mica migmatite. 

Schistose coarse and medium grained hornblende-biotite grancdiorite 
are widely distributed in the southern part. Medium and coarse grained 
biotite granites occur in the northern part with the form of stock. Kashio 
Gneiss is composed of porphyritic: biotite gneiss and haileflintaic gneiss. 
The relation between metamorphism, granitization,and granite intrusion 
may be explained as follows : 

1. The Ry6dke metamorphics have been introduced by regional 
metamorphism and some of them at the eastern part have been passed 


into the migmatite of the first type. 


oe Pe eat yee ee 


2 ae 6 DUR Se 


2. After the metamorphism and granitization, metamorphic rocks 
were intruded by schistose coarse grained nornblende biotite granite. As 
a result of the intrusion, some of invaded rocks have been locally 


migmatized to the second and third type. 
1. & 
= OMB S AR OMAR HEY, RO BR BBA aOR 
LELCHEN TOS. BRBIOW CS, Bh PbeHMCHSA << OVARY 
な され て いる 。 そ の 一 つ ラー つ に つい て は 和 省略 する が , この 報告 に 関係 し た 
BROS ICOV CREM ICAL LV) 穫 者 等 の 一 人 , 石 井 り は 七 廊 五 千 分 
の 一 (BAUM) の 調査 を 1927 年 に 行 つ て いる が , その 後 , 1937 年 に 昔 
生 周 一 ” は 天竜 喘 附 近 の 研究 を 行い , Fe SBA 1942 年 小 出 博 や に よ ょ つて 
きら に 研究 され て いる 。 一 方 , 鹿 塩 語 麻 岩 の 研究 る 古く か ら 行 われ て きた 
Ds, 1939 4eRe UGE” は 詳細 な 総 手 的 な 研究 を 報告 し て いる 。 ま た 南部 
の 手 無 山 附近 は 基 題 岩 の 産 地 と し て 知ら れ , 竹内 英雄 , 河野 義 礼 か に よ 
つて 研究 が な され て いる 。 周辺 の 地域 に は , この よう に 多く の 研究 が ある 
が , この 地域 の 全体 に つい て は は ほとんど 報告 され て いな い 。 近 年, 北部 の 
高遠 附近 , 南部 の 大 鹿 附 近 な ど が 領 宗 グ ルー プ の 人 達 に よ つ て 調査 され て 
いる 。 BEB 195348, 長野 県 容 源 調査 研究 会 の 依頼 で この 地域 を 調 
査 す る 機会 を 得 て , BRN DLAARAICRSME BALK MIR CLDS 
が 報告 し て 大 方 の 御 叱 正 を 得 た いと 思う 。 
な お 調査 の 機会 を 与え て 頂い た 長野 県 容 源 調査 研究 会 , 高橋 純一 氏 , 湯 
川 公治 氏 に 厚く 感謝 の 意 を あら ね わす 。 


mi 


2. 地 折 
(1) 地 質 の ff B 
この 地域 は 中 央 構造 線 を その 東 縁 と し , 天竜 川 を 西 線 と する 地域 で , 所 
調 領 察 帯 に 属す る 。 地域 の 大 半 は 主として 人 花 向 内 お よび 変成 岩 よ り 構 成 さ 
れ て いる が , 北部 に は 未 族 成 の 秩父 古 生 層 が 分 布 し , 語 状 ホ ルン フェ ルス を 
経て , BREN UA, ROR as CRIT So 中 央 構造 線 に 沿 つ て 圧 砕 岩 ' ( 鹿 塩 


1) AWE > 恵那 山 図 幅 (7.5090:1) お よび 同 説明 書 , 地質 調 , 1927. 

2) 岩 生 周一 ; 長野 県 天竜 喘 附 近 の 領 察 変 成 岩 と 花 賠 岩 と の 野外 に お ける 関係 , 地 
me, 44, 1937. 

3) shih AE; AMWCMLOTEM AS, KARTE ME, 39, 1942. 

4) 杉山 隆二 ; PEEP RAC A SHAT See OMS, 地質 雑 , 46, 48, 
1939, 1941. 

5) PATEK ; EERE A OMRKUL OMPEOMDE, (I), (IL) HK, 22,198). 

6) 河野 義 礼 ; 毛無 山 産 球 題 岩 夏 の 化学 的 研究 (1),(11) aA, 22, 1908. 


| i ae ar . 3 
Frat) DAPI LE He DERVIS ERO ERM AE L TUS 
(2) & «& Ff 
粘 板 岩 , Bye OLED 6 0 AIC LO CBE, BA ARB, ye Var ive 
挟ん で いる 。 地域 の 北部 , 上 伊那 郡 藤 沢村 , 東 箕輪 村 お よび 富 県 村 の 一 部 に 露出 し , そ 
の 多く は 片 状 ホル ン フ ェ ル ス と な つて いる 。 走向 は N20°E~30°E HAI 7OCL EO 
- 場合 が 多い 。 Batt BIRN FA db RSA BAI BASS AB EVIE, 
é 3 m~10 KRM の 厚 さ で 数 層 挟 在 し て いる 。 MOKE SEK cm 以下 の も の が 
Bi, fre Beret L. 花 賠 岩 析 は みち られ な い 。 シャ ー ル スタ イン は 伊那 村 か ら 
富 県 村 に か け て , 200m~300m の 厚 さ で 連続 し , ASIF OREIE Clk, hi 
と うす く 扇 層 し て いる 。 2B LIZLISHBREESA, ERHAAMGS, keses 
が 太い て いる 。 な お これ ら の 多く は 和 難 変 成 を うけ て いる 。 石灰 岩 は 高座 山頂 附近 に 
BHT 5S. 古 生 層 の 大 部 分 は 変成 作用 を うけ て お り 岩 右 学 的 性 質 は 後述 する 。 


3. fimaisk VSR 


(1) BREOSBCBA 
この 地域 の 領 察 帯 の 構成 メン バー は 下 の よ うな も の か ら な つて いる 。 BREAKS 


WURRAVY 72 VA, BERS, 締 状 上 , 麻 岩 の 各 帯 よ りな つて いる が , それ ら は 広 
い 範 囲 に た わたり 混成 風化 を うけ て いる の で , 明確 に 帯 区 分 する こと は むず か し い 。 


令 察 変成 岩 
a. N 犬 ホワ レズ 

KLEE BEER IVY 7 2 VA AAR AB 
ち : ee BE a ea 

eee Is, oy ey 右 英 Vas 

JE i BR ie im & A Ik eG 


Scn 0 10cm 
—_ 


‘ (1) <hem AES CEMA) HOLE BO “くい の こし ” 
i (2) 片 状 細 粒 黒雲 母 花 賠 岩 ( 図 の 右 の 部 分 ) を 貫く 半 花 同 岩 脈 ( 温 成 娠 「 と 1 の 閣 係 ) | 
(3) JrRmEERE (ERED と 圭 母 片岩 の 野外 の 関係 


4 6 BG DE BS ab 


第 2 図 Abii AES (eda 1) 


0 mm 
P: @8Aa B: Re A: 紅 柱 右 
Q: Be M: ABk S: Bike 


L7G fea EO FAL PRUC NSD oR BAU a Te Y) > 


BR 震 
1 APR SE RE 
TI aL FRRENATERGE 
II] 2 A@AIRTSE ANE RCE 
ie fe 8 
HR RESET BS 
HDR PRPS TE 
RE TEMS 
zee 


(2) 


l. 泥 質 お よび 砂 質 音源 の 変成 岩 
a. 片 状 ホ ルン マン フェ ルス ARABS 
生 層 , RES RUS CML» 地域 
の 北部 に 広く 分 布 し て いる 。 内 側 で 
は 片岩 一 片 麻 岩 に 少 移 し て いる 。 BB 


混成 岸 を 生成 し て いる 。 高達 以 北 で は 量 雲 


母 花 賠 岩 に 綿 か れ て , ROME II COS MARR VY 7s 
2, MKB ER BERRY 72 VA, BBR 7 = VABERZSOOOT 


ある 。 SHOPBGARESCHMLL, BR ARG BS 
JHE LCE CW Bo 片 状 構 造 が 発達 し , 
NE LER CODo 


LW. SOWRKA, 


b. Zehr ab LURE Ba 


EEE, 紅 杜 石 が 斑 状 


ERWieRo 3 DOBEMHSo 1) 


HSER, SSSR QE TIC GLP S fe [AS 


HOOK 


ルン フェ ルス に 移 過 し て , PRAIA L, RES CHE NSH PREFS BOT, 


PIRATE EB DNS. SPARS, 中 沢村 な ど に 分 布 す る 。 2) 
母 混成 岩 中 に 々 くい の こし の 形 で 含ま れる も の で , 
片 状 粗 粒 花 


近 で は 東岸 を 挟ん で いる 。 3) 
附近 の よう に BeORW IS 


を 
UP Bis, N409E CARE iia OVE 


ER BEL TO4Do 


Fr py 


ie] Aa 


NEE GS 
中 沢村 の 各所 に 分 布 し 早 草 附 
PCE SN SOO ZANE 


挟む 場合 が ある 。 こ の 捕獲 岩 状 の 岩 塊 の 伸長 方 向 お よ 
BE 方 向 に 一 致し て いる が FeO Emi on 


= 


MARLEE HOMO AEA BMS SOHO, 両 雲母 片岩 


DREGE LOTS. FRM AME RICE VO EN TOS OOW, BUCH 


VY 7 = VAIORERH aC, FRA ALE EE I 


HPKaalt 1) の 産 状 を 示し , 


洞 , ALMMAMNEC RC ETS. RE 


Sbh za (CAT SBR DH So Heol 


東部 に 分 布 す る も の が 多く , 高遠 町 非 持 除 , 


中 沢村 大 


ALIA 


麻 岩 も 含ま れ , 草 青 石 を 含む も の も み ら れ る 。 


黒雲 母 片 岩 は 淡 視 色 の 早雲 坪 。7 


ン , BAA, 


BK, RRA VIRALEELL, 
MAA EAC COZYORABNSS = 


麻 岩 を 主 と す る が , BORE 


BIKA, YNa 
SSSR ANA BIS 


中 に る も 小 規模 に 含ま れ , 黒雲 母 片 岩 に 移 財 する 。 
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HERES VOC 所 に よ つ て は , MHEBESA CHS. MEARS, BK 
Fi, RRME DEL CU So 洋 線 石 も 黒雲 坪 の 周囲 に 繊細 状 の 集合 と し て 生成 し て い 


Bo 石英 片岩 は 粒状 の 石英 と 少量 の 黒雲 坪 , BEEP SLOTS. RRA alse 


BAP ER GE, 黒雲 坪 お よび 角 関 石 を 主 成分 と し , COMRKA, Yay, 
WIR ESA OOBo SRALT VN b> NV 7) YORH MAILE L > 周縁 に 
ミル メカ イト を 作 つ て いる 。 BERBER, PAIL CRETHS.. AE 
方 物 は 黒雲 坪 の な を 含む も の も ある 。 その よう な 黒雲 母 片 麻央 に は 草 青 石 や 析 格 右 
を 有する も の も み ら れ る 。 

2. 塩基 性 火成岩 源 の 変成 岸 。 片 状 ホ ルン フェ ルス の 分 布地 域 で は , そ れ ら に 挟ま 
nt, 猿 岩 附 近 よ り N309E の 方 向 に 伸び て , シ ャ ー ル スタ イン を 源 岩 と する 角 際 石 
一 邸 長 右 岩 を 産 す る 。 東部 の 分 杭 峠 の 西 や , WAMEKET SANA RAR RK 
秘 麻 岸 は 着 基 性 岩 源 と 思 わ れる 。 そ の 他 の も の は, 大 部 分 片 状 粗 粒 花 賠 岩 中 に 捕 械 さ 
れる 畑 緑 岩 源 の も の が 多く , WRC, SEMI, 大 鹿 村 滝沢 附近 , RAZR 
附近 , BRAS ERICH COS. MRR REL T SLOAN, WEI CAN 
片 麻央 中 に 含ま れ . 礁 木村 大 島 附 近 の 川床 に 転石 と し て 認め ち れ る s 

a, ZEEE BEROSREBILVUEER, ANE, 黒雲 母 よ りな り , 斑 品 の 
MERIT, アル バイ ト カール スバ ド 式 双 上 唱 発達 し , BRET RL. 角 関 石 は 緑色 , 
BERLE RCHBEAERT o ECOMAKA, BA GU . 

b, BREE MA, A AA, ARerEcL 所 圭二 お よび 
少量 の ス ビ ネル を 伴 つ て いる 。 SAME E E 7B IE HE 4 UF OY UCB 
GEAR, ROR BOR VIERA EE Cl So BAIR A 
の rim F\XWTWBo MPRAUERSS, TURAD, AVIV YORE Minas 
SIZ KERMIRETCH SO 


附 。 BREN PRAES, AGHIOS, MC, HH, AT YATE 
BREDRKAVY 鉱物 お よび 電気 石 を 生じ て いる 。 


(3) 混 Bie eS 


これ は 次 の 三 つ の 型 に 分 けら れ , BH, 産 状 , 岩石 学 的 性 質 は 次 の よう で ある 。 

TW 片 状 細 尊 黒雲 母 花 韻 岩 (お よび 花 賠 片 麻 岩 ) ROR KT Ra Dec 
EU, SNC L, 中 沢村 大 洞 , 大 鹿 村 桶谷 附近 に 良く 発達 する 。 細 灯 系 
は 大 鹿 村 落合 の 南 か ら , 礁 木村 に わた つて , RRC i L Jp RRELISE E tied es (SEL 
か れ , 南 向 村 四 徳 附近 で は 大 き な 捕 織 岩 体 の よう な 産 状 を 示し て いる 。 HGR ALBEE 
AME CL, 種々 の 岩 想 を 示し , BEER, FAS Hy RES RIA UCR EC PE 
Ly BREET a ERA CW So 
西 徳 附近 で も 黒雲 母 片 着 を 数 多く 挟ん で いる 。 これ ら は 西側 の 細 料 両 雲母 混成 岩 


+ FF ot 


2 Gi 


SEE, Be, PAR, 時 雲母 より な る 花 賠 関 緑 岩 で , HIBoL LL CIRA, A 
KE, vu sv &4tro SEGA VA, AUT VY RL, FADIA 


カイ ト を 生じ て いる も の が 多い 。 BEVEDS 6 BODE EL, REM eeEH 
RCH, LOMMMBESELODASNS 
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TIED RR eho eR BBicer, Eat RES & EDIE fe OBE A VC] 
に 分 布 し , 中 沢村 大 洞 附 拉 に 良く 発達 ずる 。 締 状 片 麻 岩 の 片 理 に ほぼ 平行 に , 1~3cm 
の 市 で 半 化 賠 岩 損 脈 が 痢 入 し て いる 。 

両者 の 境 が 明らか な 場合 も ある が , 両者 の 間 に 反 応 の なみ ら れ る 場合 が 多く , 全体 と 
L Crema E OTH So COREA lit-par-lit injection OAR 7 BE 
的 な も の で は な く , 細 粗 , 不 均一 な も の で ある 。 こ の よう な 関係 は 桶谷 附近 で も み ら 
れ , また 類似 の 関係 は 南 向 村 柔 原 滝 陰 近 の 大 き な 塩 基 性 岩 源 の 捕獲 岩 体 中 に も み ら れ 
So BRILAR Aa BORD OBS 

SRE AKA, REELSROGRYS ASBRMREROMSL, AEG, 正 
RA BRD 5 ATMA ORAMRRE RL COS. SRAM, RR 
造 発達 し , また ミル メカ イト を 生じ て いる 。 MARAE, 石英 は 粒状 で 波動 
消 光 を 示し て いる 。 BNA ORR, REGAL RRBEERT > SOB 
B Wa, 焼 灰 石 >, ジル コン を 含む 。 


TAS MAME BERS 西部 の 粗 灯 花 瘍 岩 に 接する 南 向 村 , 中 沢村 附近 か ら 北 北 
東 に 伸び て , 高速 の 北 造 , か な り 広 い 範囲 に た 産 し て いる 。 西側 で は 片 状 ホ ルン フェル ス 
に 移 過 し , BRE Cla RAT ihe & EBL CWS FRR E MB tn be BOTH 
So —OMOERGL UCHLI DO, BXROBHMDS i), 片 理 を 示さ な い 部 
分 も か な り 多 い が , MAC, 両 雲母 を 大 部 分 の も の が 含む こと で 特徴 づけ られ る 。 所 
VRE, WEAR, BETS ECE, BLUMRARBE CWOZ 
し ァ 状 に 含み , それ ら に 移 過 する 関係 が 認め られ , 明らか に それ ら か ら 変 化し た も る の 
で ある こと が 推定 され る 。 

カリ 長石 の 大 き な 変 状 夷 品 を 生じ て いる も の も あり , ERMBBEAU THSZOO 
も み ら れ る 。 ペグ マタ イト 人 質 な 部 分 も あり , 一 部 に は 優 自 質 な 両 雲 母 花 賠 岩 が 岩 脈 状 
に 産 す る 。 GPC, 紅 柱 石 を 含む こと , BRATSECLMRMICHS. AE 
右 , カリ 長石 , BR, REE ALE, BLUCHAMERAHEERL, 副 成 分 と し 
CRRA, DVAY, BRRESA COB SPRALRH SEAL, Hocwea 
の rim, また は ミル メカ イト を 生ずる 。 HW) RAIHERICHEET ZBARS<, 
AV b}pet, REE, ALOR CS, BRERA RC, BEBE 
BOODEQVIBCHERL CWS, ARE PEW, FE TEERRA ERO TW SS ALG 
は 他 形 で , 周り お よび 割 目 に 治 つ て 分 解 し て , HE OFAMEEC TOS BRA 
ZOMIABSNEZVOUB Wo MIRA, 本 柳 石 を 含む も の も み ら れ る 。 BIRO 
雲母 花 賠 岩 は 右 英 , SRE BARA, BES, 白 圭 母 か ら な つて いる が , ANA 
規則 に 入り くん で いる 。 石英 は 量 が 最も 多く , 波状 消 光 を 示し , ARAMA 
達し , 黒雲 母 は 赤 礼 色 で ある 。 


これら 三 つの 型 の 混成 岸 は, その 産 状 , 岩石 学 的 性 質 か ら 判 断 す る と , ] 型 は 変 代 
性 の も の で , 花岡 岩 痢 入 に 先立つ て , 広域 に 行わ れ た 花 賠 岩 化 作用 の 産物 と 壮 え られ 
I 型 は 直接 に , 必 和信 花 内 岩 か ら 半 花 賠 岩 質 の 物質 が 供給 され た , 所 調 層 凍 逃 入 型 の も の , 
III 型 は 直接 の 関係 は 明らか で は な い が , Bb 6 EMAAR A OAC IRE L ree 
成分 (K, Al, Si) の や や 広域 的 な 浸 澤 に より も た ら さ れ , 一 部 は 流動 性 を 持つ に 至 つ 
た も の で は な いか と 推 准 され る 。 


8 | 8 OO Re eB 


(4) Moe Te me 


本 地域 の 南 半 分 に 広く 分 布 す る HORALRBIE TERE C BO BANABO E41 
附近 に 小 規模 に 産 す る 球 題 岩 を 含む 片 状 中 尊 関 雲 花 答 岩 お よび 伊那 村 , SRA CIN 
さ な 岩 株 状 に 産 し , PRREDIIE CIL PRK & BAKE RL CoS PHO EESIES 
岩 か ら な つて いる 。 各 花 賠 岩 の 関 係 は , HRP PIE ER ES ORAL ERE EB 
て いる と 思わ れる が 確か で は な い 。 北部 の 黒雲 母 花 賠 岩 は 片 理 が な く , この 地域 の 三 
OGM BOIS CL, 最も お くれ て 導 大 し た も の と 思わ れる 。 た だ し , DADO 
に る も る 大き な 時 期 の 隔 り を 療 え る こと は 難し い 。 

1. FRESE = 有色 鉱物 の 量 に 変化 が あぁ つて, METREH, = 
母 花 賠 固 緑 岩 か ら , 7) RAORE?E St BAR RERR Et CEMABIET 
e RRA BARA GR RESHLUGBMALERDLL. BRE vray, 
PET, WEG RGR E HIRD L Cet, SEARRHWNABEETSA, カー ル 
ASE RMD SUMAAAPMERRICHESLOOARNS, BSBA 
石 質 で , 大 き な 結 晶 を な す が , 徴 斜 長石 構造 は 部 分 的 で ある 。 黒 雲母 は 褐色 片 状 , 角 
AAIAM Hix CHS — BRAD EM EMINS V2), REL —MCSts HR BASE 
TE APSR A?) % ETA CISTAA © WRELRTERE & dB tv, 

2. REAR KEdSVEKRAGEETS PRAY LEMOLRES, 
BR 貸 長 石 \ カリ 長 右 お よび 黒雲 母 を 主 成 分 と し , ジル コン , RRO, PRICE, HB 
石 を 副 成 分 と する 。 SPAR RRR BEL COS 2) SBR 
し て いる 。 脂 土 母 は 自 形 一 半 自 形 で ある 。 こ の 岩石 は 比較 的 均質 で , 片 理 が な く , A 
WOOLY EO CR 
BE) Ras 
mos Re(Ghiar BLUSH MET SEER, CNS EBOOMEBE, ペグ マ 
yA OW aMRRA Biv, また 北部 に は , WGE MS), BEE 2 E OUR Oe 
AE BRE LCE CWS 


(5) 感 ad 4 


os Ma 


= 


PRA ENC TB OCHS CAPRICE L, 鹿 塩 片 麻 岩 と いわ れ て いる も の で あぁ る 。 
所 調 「 ヘ へ ヘレ フリ ンタ 」 状 片 麻 岩 と いわ れ た も の に は , 灰色 な いし 青 灰 色 , 灰 褐色 の 統 
HBAS, 締 状 を な する も の, チャ ー ト の よう な る の , INSEE BL, — RBS 
TOSOREREEN THOS. ONS OPORMCOAL, Be CPREE ES 
TEKS BUPRERL TW So COPE, ALU ZBI, ETN S AABRIRO, 
RCT LEO RETARD, や は り 英 状 に 分 布 し て いる 。 こ の 則 夏 は 東側 の 
PSU 7 UY JRE LIC ETS (新しい 断層 に 界 き され る?) 関係 が な ら 


へ ABUOTERO TIRE, SHRIT RE, FORTEAN oS, な お 。 それ ら の 


2) 


OBB ERI ARDS (eis 2335 X Ur ARIE TELE ARYL. OIE 
花 賠 岩 に 相当 する も の で ある 。 

2) HBAS < OMOEA, 混成 岩 , 圧 秩 岩 に 含ま れ て いる 。 

3) CHS LL PN FOB ATE HAE CES FS 

A) ー れ に 相当 する も の は 南部 で は 認め られ な い 8 

5 AE MARR : 長野 県 上 伊那 郡 の 複合 岩 脈 , ak, 38. 1954. 


AR ASN ac ih ell 


en ee R x 9 


ARRE, 花 賠 岩 類 の 中 に る も, 中 央 構造 線 よ りか な り 離 れ た 範囲 迄 ミロ ニテ ディック な 
岩 相 を 示す も の が 認め られ る 。 『 へ レフ ブリ ンタ 1」 状 片 麻 岩 は 明らか に cataclastic 
な 性 質 を 持つ て いる が , PERRET BRS ARE © BL RAD Bid, ホル 
ン フ ェ ル スマ 雲母 片岩 の 岩 相 を 示し , むし ろ . protoclastic な も の と 考え られ る 。 
混成 岩 の 性 損 を 有する ミロ ニテ ッ » ク グ な 岩石 も な られ , 圧 確 作 用 の 初 ま り は , Teva 
化 作 用 , 花 賠 岩 導 和信 に 引き つづ いた 時 期 と 推 祭 され る 。 

1.「 ヘ レフ リン タ 」 状 片 麻 岩 片 理性 を 有 し , DARREL TET SbOM 
Boo MANLEL UC 微 斜 長石 , 余人 長石 より な る が , Bal. BRM CER, 
WER, SEA (PRA) FELL, その 他 黒 雲母 . MEEK E OBMAIER RKO 
結 品 か ら な つて いる 。 GARMAESEIVOLSS. GRA BK, Mate 
含み , ROR CRRA, 方 解 石 を 生じ て いる も の も み ら れ る 。 

2. CRBEERRE SEE. ASRAOMRRER CARER TAR SARA, 
ABH, BESBLUBRA BRA BAL OROTWS, 黒雲 母 は 方 向 性 を も 
つて 配列 す る 。 僅 長 石 に は ペリ クリ ン . お よび アル バイ トカ ー ル スバ ド 双 品 が 発達 す 
る 。 不 規則 な 外形 を も ち , BALA, EC MBOBATAIO, 波動 消 光 を 示す る も 
の が 多い 。 懲 筐 長石 る 不 規則 な 外形 を 有 し , 周り に rim 状 に ミル メカ イト を 生ずる 。 
黒雲 母 は 淡 福 色 , BARC, 斑 品 を と り ま いて いる も の も み ら れ る 。 


4. fi RO BE 


地域 の 北部 に は , 最 外側 部 に 不 春 成 の 古 生 戸 が 分 布 し て いる が , BES 
SER, 片 状 ホ ルン フェ ルス を 経て , 内 側 で は , 黒雲 母語 岩 な いし 貫 状 訂 
FRE L ROCA, GRERB ELH, 片 状 ホ ルマン マ フェル ス , BER 
, SORA BLUSNICKED ZAK, Bites 2 E CHS. 
その 産 状 に は 種々 の 場合 が あぁ る 。 (Nb OBR EA HORAN Ei 8 
DRNICEIEO CT, GRICADN, FPRAEVY TI SUVA REBAR るび 
sete PRA 『 状 に 生じ , 東部 で は , さら に 著しい 物質 の 供給 の 下 に , 花 
内 岩 化 作 用 が 行わ れ , 片 状 細 粒 黒 雲母 花 内 岩 お よび 花 賠 語 麻 岩 な どの 泥 成 
BRIECTDOL#HANS. BOER, 花 答 岩 化 作用 の 行わ れ た 後に , 
この 地域 の 南部 に 広く 分 布 す る 片 状 粗 粒 隊 圭 花 賠 岩 , 片 状 中 料 因 雲 花 賠 
岩 , お よび 北部 の 黒雲 母 花 賜 岩 が 導入 し た “。 RRA Ra E 7 
RSE EERE OS, RRS RBIS TE Bs BIC SE Cid, EN 5 OF ie 


岩 脈 の 形 で 層間 導入 を うけ , 局部 的 な 混成 作用 を うけ て , WRK bie 
BEU CS. Hi, PUNO BERRIES Df CACO Ta Otc 2» 2D wie 


囲 に わたり, 片 状 ホル ンマ フェ ルス , BESS, PRR EM, 花岡 岩 
RISO 5, 混成 岩 化 し , ABABA EMA ee CWS, Lo 


1) BAD LU EO Fad Bie 
2) これ ら 花 贈 岩 の 導入 と 広域 な 変成 作用 の Rt OFFIC どれ だ け Ola) RS Sa» 
は 不明 で ある 。 


ot pty 


> eer pty 
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DBAAILRBEAC, 片 理 を 失 つ て いる 部 分 もみ られ , 部 分 的 に は 流動 性 を 
も る もつ に 至 つ た も の で は な いか と 考え られ る 。 上 状 粗 粒 花 贈 岩 は 流 理性 が が 貴 
姜 で , ほ ゞ concordant な 小 和信 を し て いる が が , 北部 の 黒 圭 母 花 幅 岩 は dis- 
cordant (AE RORICHEA LL TWA, その 導入 時 期 は 前 者 に や ゝ お くれ たる も 

OLBpns, RRICURRESAMAY aL COSA, Tema, 1 
REOERANRYOTC, protoclastic な 性 質 を 有する も の と 考え られ る 。 
この 時 期初 ま つた 造 構造 運動 に よる 圧 砕 作 用 は , ひき つ ゞ さき 長い 期間 に 
め な た 90 何ら 4 [~AV7UYF| RA Raetremcro 


三波 川 絡 成 岩 中 の 低 寿 成 度 の ペリ テイ ッ ク な 片岩 の 
な か の パイ 4 ラル スパ イト ・ ガ ー ネ ツ ト 
Pyralspite garnet from a low grade pelitic schist 

in the Sanbagawa metamorphics 


都 城 秋 穂 (Akiho Miyashiro)* 


Abstract : A pyralspite garnet from a sericite-chlorite-schist at 
Oyahana, Titibu, was analysed as shown in Table 3. It is mainly composed 
of spessartine and almandine molecules. The MnO content of the pyralspite 
is as high as 18.03%, while that of the host rock is about 0.6% (Table2). 


Petrological problems related to the pyralspite are discussed. 
lL. fj is 


変成 鉱物 の 研究 の 目的 の 一 つ は , 変成 過程 の 物理 的 条件 と 物理 化学 的 潜 
則 と を 明らか に する た め の 手 段 を 与え る こと で ある 。 一般に 固溶体 鈴 物 の 
化学 成分 は , その 母 岩 の 化学 成分 の ほか に , 休 ら か の 意味 で その 生成 の 物 
理 的 条件 を も 反映 し て いる 。 し か し 鉄 物 に よ つ て , CORIO X OFZ 
度 は さま ざま で ある 。 変 成 岩 の な か の pyralspite™ (i, 変成 作用 の 物理 
的 条件 を 極め て 明 具 に 反映 する の で , 物理 的 条件 の 指示 物 と し て 有 有 用 で あ 
る こと は , 私 が 他 の 機会 ” に 詳細 に 示し た 通り で ある 。 たとえば, BRE 
Oia ERREL TT, FRO pelitic ZARMBPGELOTCASL, 
* Re Ae a ee 
1) Garnet は Ca に 富む も の と , Ca に 愛し いも の と 犬 き く 王 つ の 固 深 体 群 に 分 れ 
る 。 そ の うち ,Ca eZ LW (Mg, Fe Mn の 何れ か に 富む ) HORS Winchell 
NN DA OM NS 

2) Akiho Miyashiro: Calcium-poor garnet in relation to metamorphism. 
Geochim. Cosmochim. Acta, 4, 179-208, 1953. 


ER ha a a 


a ee Ae: ae a 


ー つ の 変成 地域 に お いて , そ 
の よう な 岩石 の な か に 含ま れ 
て いる pyralspite の Mn の 
含有 量 は , 変成 度 の 上 昇 に つ 
れ て , 規則 的 に 減 小 する (第 1 
RD ond, BRED LAN 
ょ つて, pyralspite fA 
の 範囲 が 広がり , それ に と る も 


な つて 変成 岩内 の 有色 久 物 の Dutchess Co 
間 の Mn の 分 配 関係 が 変化 > Greenschist Epidote-Amph’te Amphibolite Facies 
Facies Facies 
(OI ep eee OTe DiC Ale ‘ —— = Metamorphic Grade 
#1 Mtktr, Mn OF68 Pyralspite variation diagram (2480 
の 減少 は 一 般 的 儲 向 で ある が ,Mn pelitic な 変成 岩 の な か の pyralspite の 


MnO #73 RL OB ES RBEL DBURERT o 
CCI eR OMB BHT, 


の 絶対 的 な 含有 量 は 地域 に よ つ て 


RSECE ERE EE ノル ウッ ミー の Stavanger 地方 お よび 米国 
Bo 母 岩 の 化学 成分 は ほぼ 一 定 で の Dutchess Couuty の 場合 が 示さ れ て 
ある か ら , これ は 母 岩 の 化学 成分 いる 。 A.Miyashiro, 1953) 

の 地域 的 な 違い に 帰す る こと は で き な い 。 そ れ は , それ ぞ れ の 地域 の 変成 作用 の 鉄 物 


学 的 な タイ プ (また は mineralogical characters) の 培い を 表わす る の で さぞ, 母 岩 の 化 
学 成 分 や 変成 度 と いう 概念 に 帰す る ぞ と の で き な い , その 他 の 因子 に よ つ て 支配 さ 
れ て いる も の で ある 。 Pld, この 事実 は , SOME ge 類 の 基礎 を な す も の で 
DELBA CCS 

この よう な , 変成 作用 と pyralspite の 性 質 と の 関係 た つい て の 一 般 的 な 潜 由 は , 
ay [変成 岩 で は どの よう に 具体 的 に 現われ て いる で あろ うか pp そ じ て , それ に は 

» SBN JE VE FAVE ZEB EAA 73 2s COT SMe EA SLMS I LICRS 

IZOD 5 Pro 

この よう な 問題 の 解決 の た め に は , デー タ の 比較 の 便宜 上 , pelitic な 変成 岩 に つ 
いて , low grade か ら high grade まで , pyralspite の 性 質 を 調べ る こと が 憧 ま 
し い 。 こと に Mn は 第 1 図 か ら 明 ら か な よう に , low grade の は し の へ ん で 急 に 
増大 する 場合 が 多い の で , まず low grade の pelitic composition の 片岩 の 
pyralspite を 調べ る こと が , 出発 点 よ と な る 。 私 は その よう な 意図 か ら , 次 の 節 に 記 
す pyralspite を 詳し く 調 べた 。 

三波 川 変成 崖 の な か に は , pyraispite は か な り し ば し ば 出現 し , これ まで に 第 1 
表 に 示す よう な 分 析 が 発表 され て いる 。 し か し それ ら は , BBA basic composition 
の 岩石 な の で , 現在 の 私 の 目的 に は 適し な い 。 


2. FRRBAO pyralspite 
FENICZOC, RCRROLLEMDOL LAIMA LWA LL ARES 


12 aA ORAS 


Bil 
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第 1 # (Table 1) 三波 川 変成 岩 の な か の pyralspites 


| I IL III 
SiO, 37.90 | 48.88 40.50 
NO 17.95 17 22 Soe 
TiO, Vi 0.58 0.10 
Fe,0, 25.54 3.45 2.14 
FeO = 17.48 11.55 
MgO 4.63 3.90 14.56 
MnO 3.02 | 1.41 0.26 
CaO 9.35 6.44 9.23 
Na,O mel 0.51 0.26 
K,O a 0.14 0.13 
H,O ae 0.36 0.15 
Total 99.50 100.37 100.05 


I. SR GIfPe pyralspite-amphibolite の な か の RE ES LORE, 

ABIX Fe。0。 の 形 で 与え そえ て ある が , それ を FeO に 換算 すれ ば 22.97947 に 
な る の aja OUzZukl Sout: Whack Sok kd ono Un RS SN 
41, 27-107, 1930) 

tl. By Sea sie AM pyralspite-clinozoisite-amphibolite の な か の pyral- 
spite (佐藤 革 目 - : 七 亡 五 千 分 一 地質 図 , 新居 浜 説明 書 , 1938) 

Ill. BBR AR ALUM D eclogite の な か の pyralspite. (堀越 義一 : HE wwe 
#, 44, 141-144, 1937) 


(YER ERED TBE, DDD POT WS BISA OFEIVUPE UZ 
Be L CU SRR OMA AO 7 DiZ, は ば 前 記 の 目的 に か な うる の が あ 
es 
その 岩石 は , 小 さい albite spots を 含む , 詳 し く は pyralspite-bearing spotted 
sericite-chlorite-schist と で も よぶ べき も の で , green schist facies に 属す る 8 
Schistosity は 募 し い が , lamination を 欠い て いる 。 こ の な か の chlorite x 、 分 本 
され て いる (KIER) OT, modes か ら そ の 央 石 の 大 た い の 化 学 成分 を 許 算 する ご 
と が で きる 。 そ の 結果 は , 第 2 表 の 如く で ある 。 こ れ を 見 る と , MEHR pelitic 
schist に 比 し て , SiO, PAL < Bua, これ は mode Gx quartz の 量 の 増大 と 
る だ け で , 本 質 的 な 影響 は な い 。 Fe+?/ eo の 値 は 0.5 で , peng 
ee schist の 穫 囲 に 和信 る 。 MnO 〇 O は .0.6% で , pevenyzr pelitic schist kus 
し 多い が , この 程度 な ちら ば , 多分 あま り 多 大 な 影響 は な く 、 大 た い に お いて 立 通 の 
pelitic schist の な か の pyralspite の 性 質 を 示す と 療 え て よい OD 
この pyralspite は , 0.1mm また は それ 以下 の 自 形 ま た は 不 規則 な 結 唱 を な し 


1) この 片岩 の 原 岩 が pelitic な 水 成 岩 で ある こと は , 現在 の 目的 に 対し て は 必要 
で は な い o。 ここ で は , で き 上 つた 片岩 の 化学 成分 を 問題 に し て いる の で ぁ る 6。 


Sete 
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# 2 表 (Table 2) — 秩父 親 鼻 の pyralspite-bearing spotted sericite- 
chlorite-schist (標本 番号 AM461020-15). 
Mode (vol.%) CM RG (wt. 94.) 
Quartz 48 SiO, 72 
Albite 19 AIS @s 13 
- Chlorite 1s ke MO 1 
Sericite 13 FeO 4 
Pyralspite aoe MgO 2.2 
ARS AGK 3 MnO 0.6 
LO tt 1 Na,O 2.4 
K,O 1.3 
FEO+ 2.4 


ROH” は apatite, eS i de ey. 尼 党 
“RADE CR, “RBM? と “その他 ” を 除い た 。 


薄 片 で は 無名 で , 光学 的 に 等 方 で ある 9 XR CuK, に 対し て , (640) の 反射 の 20 
は 57.07o, (642) の 反射 の 20 は 59.379 で ある か ら , 単位 格子 胞 の 答 の 長 さ は 
11.63( エ 0.01)A で ある 。 Geiger 管 X 線 分 光 計 の 記録 に 現われ る ビー ク の 巾 か ら 
MMF 2S, HERE LY, また は 結晶 料 の 部 分 に より , その 単位 格子 胞 の 大 き さ が 


異 る よう な こと は, 上記 の 精度 の 範囲 以上 に は 殆 ん ど 好 め られ な い 。 し た が つて , こ 
の 格 本 内 の 程度 で は 拡散 お よく 行わ れ , pyralspite の 成分 は 均一 で ある と 考え られ 
Bo 


HETEKE OFGECARLEWRO CMEC EY), 原村 寛 氏 に 重 液 で 分 離し た 
その pyralspite の 化学 分 析 を し て 項 い た 。 そ の 結果 は 第 3 表 に 示す 。 それ に よる 
と , MnO と FeO を 多量 に 含み , し た が が つて spessartine- 分 子 と almandine 
BERELTS pyralspite CHS). 

この pyralspite の MnO 含有 量 は 実に 18.039。 と いう 極め て 高い 値 

ある 。 pelitic composition OFFdalh ao PVE SD CN SO 
Se LRT OOWECHS. Baek MnO を 06% し か 含ん で 
Wit Oe, Mn it pyralspite (c38#L (REL TVS LEK S. OL 


た が つて , 三波 川 変成 岩 に お いて も, low grade の pelitic schist の 


1). LODHAiEeb C=12 EL CRFUEHALTASL, Fer? &d SRO 
位置 に 人 れ な いと そこ に 大 る 原子 の 数 が 基 し ぐ 不 足し て くる 。 そう する と 分 
Hee Fe+3 と な つて いる も の の 一 部 は , 実際 は Fe? な の で は な い だ ろ うか と 
ゆう こと る も 療 え られ る 。Pyralspite は 厚 酸 と 硫酸 の 混合 物 に 溶け 難い た め に 実 
meh Fe+2 bi Fe+3 SHC HT FAO, この 点 は も つと 検討 する こ 
LMBEL WM, BEEK 0.58 し じ か な く で 使い 尽 選 た の で どう する こと も 
CERWO 
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第 3 (Table 3) 秩父 親 鼻 の pyralspite 


Wt.% Mol. prop. Atomic prop. (O=12) 
SiO, 36.68 .6108 3.00 
EO 18.53 .1818 ek oe 
TiO, 0.85 0106 Op oe" 
Fe,O, POF BS 0492 0.48 } 
FeO 10.78 1501 0.74 | 
MgO trace — 2.97 
MnO 18.03 2541 1.25 
CaO St 1018 0.50 } 
Na,O avd; 
K,O Neds 
H,O+ 0.8 
H,0= 0.1 
99.33 
注意 a,=11.63 (+0.01)A 分 析 者 原村 寛 (Anal. H. Haramura) 


pyralspite で は Mn が 著しく 多い と いう 一 般 的 儲 向 が 実現 され る こと が 
わか る 。 

一 般 に , basic ZARMBAO MO pyralspite は pelitic な 変成 岩 の な 
POAENELD YS Ca BBv.o Ek pelitic LAMAKGKOWTASL, 
Mn の 多い も の は Ca も 多い 傾向 が ある りり 。 こ れ ら は , Wl HLM 3 eM 
bBo wk IK, 三波 川 変 成 娠 に お いて る も 成立 つて いる 。 

三波 川 変成 作用 が , 変成 作用 全体 の な か で 占め る 位置 は , も つと higher- 
grade ® pelitic rock ® pyralspite #LH~7ywt ke pa な で 。 
Low grade に お いて は , grade OH POR 変化 に よっ つ て pyralspite の Mn 
の 含有 量 が 著しく 変化 する の で , grade と いう も の を , 現在 より も る , BO 
と 精密 に 規定 で きる よう に な る まで は , low grade  pyralspite は その 
よう な 目的 に は 適 必 な い 。 LL 1 MLR CANE, pyralspite 
variation diagram に お ける 三波 川 変成 婁 の pyralspite の カー ブ は , A 
a ellos Te i の カコ 2 さき 0 や 代 い 位牌 で ある LULEBS ds 
で ある 。 (私 の 用 語法 に よれ ば , 三波 川 変成 作用 の 方 が , 御 斎 所 一 竹 貫 地方 

OZEKVEAE DY, oe almandinous €44",) これ は , 三波 川 変成 
4 ¢ AGT — TARR LOMO, この 他 の 鉱物 学 的 な 性 質 の 違い と る , 
ょ よく 調和 し て いる 。 


) A. Miyashiro : #fHt, Tables 10-12. 
\ 


1 
2) A. Miysahiro ; ajHi, p. 193. 


ee ie le at lk eee 


i ee ieee mae ; 15 


た と えば は 前 者 に は cyanite WHAT AB, 後者 に は 出現 し な いで , そ 
り に sillimanite や 多分 andalusite が 出現 する と いう よう な こと 


は , 26 CCAR EZR REAR ORMANY (FOR WME OCA 
7 its 


WHO CRSRVIEBOF—bISAASIT 
Autoradiographic studies on some lamprophyre 


and mudstone 


早 瀬 一 — (Ichikazu Hayase)* 


iz 44 34 (Tokumichi Tsutsumi)* 


Abstract: The radioactive order of rocks, namely, of the lamprophyre 
dykes in Kitashirakawa granite, Kyoto City, and of the Tertiary mudstone)) 
common in Nachi District, Wakayama Prefecture was studied autoradio- 
graphically with ET nuclear emulsion: the average alpha track number 


per centimeter square was found per day 7.28+0.34 in the former and 


15.98+1.17 in the latter; these two values were compared with those of 
some other rocks. 


Il. @ 
AAO « 放射 能 に つい て は , 既に Evans に より 詳細 な 研究 が な 
され て いる ^。 筆者 等 は , フジ 写真 フィ ルム 株 式 会 社 鑑 ET-2F を 用 いて 
測定 し た 。 測 定 の 試料 は Evans I owt ia 
対し , 写真 乾板 に よる 方 法 で は , Mu eA AW. 
但し この 方 法 は 一 般 に 相当 長 時 間 の 志 出 を 要する 。 酸 性 火成岩 は 塩基 性 
の も の に 比 し ,. 著しく 放射 能 物 質 に 富む と 言わ れ て お り , 研究 が 多い が , 
時 な 志 奇 に つい で は これ まで に 測定 され た る の が 少な みい 。 こ に あけ 
ere 75 OREM ICID ZLBALNZLOCHAS. IB 
Me ifEmae ich), BERMBAwIEMST, TVAVACH SE 
言う こと , RURAM EMAC HEAR bb, 最近 で は 爆 斑 岩 中 に 少 
量 の ウラ ニウム 鉄 物 が 見 られ る と 言う 報告 へ か らら 考え る と , MEO MH 


ey 


* 京都 大 学 理学 部 地 鉱 教室 

J) 松下 進 : HERReETG, 1953. 

DR D. Evans: Phys. Rev., 45, 29-37, 1934. 65, 216-227, 1944. 

3) Re C. Bmmons : Geol, Soc: Am.,Mem., 52, Selected petrogenic 
relationships of plagioclase, 89 97, 1953. 
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能 的 研究 は , JERE RAI LRMDSF—-FVeEOREG こと る 期待 出来 
る SYREN CEs DFS DEEP VUES, BOR eG, 
AVANT ZPOMMLeA, 堆積 益 中 の これ ら 放 射 能 性 物質 の 分 布 は 
放射 能 重 鉱物 及び 含 ウ ラニ ウツ ウム, PULA MOBR ERT CH 
OS 

室 真 乾板 に よ つ て 放射 能 を 測定 する に 当り , 問題 と な る こと は , Bat 
に 於 ける 放射 性 物質 の 分 布 が 如何 で ある か と 言う こと で , この 分 布 状態 の 
如何 に よ つ て , 測定 の 方 法 る 考慮 を 要する 。 こ ゝ に あげ た 両 種 の 岩石 は 比 
軟 的 均一 に 放射 性 物質 を 含み , 又 微 料 放 射 能 鉱物 で 特に 放射 能 の 強度 の 強 
いも の は 少な い 。 構 成す る 主要 鉱物 灯 の 大 き さ が 比較 的 小さ く , その た め 
放射 能 が 花 賠 等 に 於 ける より , より 均一 に 分 布 し て いる ご と が 認め られ た 8 
その 結果 研 魔 面 上 の « 放射 能 を 面積 的 に 測定 する こと の み で 了 略 目 的 を 達 
し た 。 一 部 に は x« ト ラック グ の 密集 する 役 粒 放射 能 鉱 物 或 は 叉 殆ど 放射 能 の 
な い 主 要 鉄 物 中 の 放射 能 の 問題 が 残 つ て いる が , この 方 面 に つい て は 目下 
研究 中 で ある 。 


Il 測 定 法 

岩石 薄 片 は カバ ー グ ラス の か け て な いも の を 用 いた 。 先ず 岩石 薄 片 部 より , は み 出 
LRAFIANILAE, 安全 が か な そり 9 の 刃 で お と し 7 更に アル コー ル で 拭き ど つ た 6 
これ は 長期 間 の 露出 で は カナ ダバ ル サ ム が 尊 子 線 乾 板 に 対し て カブ リ を 上 起 さ せる た 
めで ある 。 
加 板 と 岩石 薄 片 の 密着 し た 位置 を 与え る た め に 束 板 上 に 目印 を と つけたり 。「 霞 出 は 長 
財 間 を 要する の で 湿気 の 少 い N。 ガ ス を つめ た 容器 中 で , M-7°C の 冷蔵 庫 中 に 保管 
し た (第 1 So 

か は よう に すず る こと に よっ つろ で 7 H3 FAOBMCHLT, & b IY IOBERO 
fading は 起 ら な い 。 検 鏡 は 一 点 に 集中 し た © トラ ツク を 読み と る こと が 目的 で な 
く , 岩 右 研 鹿 面 上 の 一 定 面 積 か ら 射 出さ れ た と トラ ツク の 数 を 読み と る こと で ある 。 
PERU LO ZOD xt BABY O=ROZHELEDSY, BROWS 
0 aslo Cre A HELLO May & EY OSL, BAREIS eH AV IHRE YS 
分 を 明示 し た 。 こ の 結果 花岡 岩 等 の 場合 に 於 ける 如く , HAO LBMET Ve DY 
で は り 合 せ て , 両者 を 共に 検 鏡 す る 必要 ない 。 加 板 上 の %& トラ ツク を 読み と る に 
は , 約 150 乃至 300 倍 で 検 鏡 す る 。 接 眼鏡 は , micro-meter-ocular を 用 いる 方 
BER CH 図 の 如き 幅 の 部 分 の み に 於 て と トラ ツク を 数 える 。 こ の 幅 は 最長 の & ト 
FITIPOBEKD S, 広い 幅 の 視野 を も た ね ば な ら 如 。 最長 の eh ZY 71x ET-QE 
板 で は Th’ の それ で 54 ミ クロ ン で これ 以上 の 幅 の 視野 を 必要 と する 。&} ト ラ ツ ク 
の 分 布 密度 に も よる が , 視野 の 幅 は 約 200 ミ クロ ン が 適当 で ある 。 平行 線 の 方 向 と 錯 
台 上 の mechanical-stage DHE AMAA SRICBMIT So CN bo CHB 


Siar 


1) 早瀬 ーー : 地質 学 雑 誌 ,。 58, 33-37, 1952. 
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FL OBE NROMFO RIV TE SORE ERO CHR EATS © LR 

HORS < ORT REAEA OBR UO b 99 7 OHLEC REIY AABN £33 

いて 計数 を 重ね る 。 視野 の 中 央 ( 図 の 点線 の 部 分 ) FHL LT, mechanical-stage 

の 動き を は か り , 測定 面積 を 知る 。 Mi > & ト ラック は 1/2 MAT, 単位 

面積 に 出来 た トラ ツク 数 を 出す 。 第 1 図 

岩 右 等 の 如く 放射 平衡 に 達し : 2 

て いる と 老 え られ る 固体 ょ りり ne 

HSS a MF ORI, BH nf 
| | 


時 間 に 比 例 し て 増す か ら , 放射 
能 の 強 嘱 に より 露出 時 間 を 加減 
L, 単位 時 間 に 単 位 面 積 より 射 


~~. 


l : micrometer-ocular Og et me- 


出さ Foie 粒子 の 数 を 以 て 比較 chanical-stage の 移動 方 向 : 
する 。 HRI ORS RBA 2 ENVY SY HOOPS 7K 
BAILA SDT, BH oe ee 

nt Tete, お 岩 右 薄 BARK 30h 2 
lem? 4 1AIcHiseZ a hs C エマルジョン jBx50u 
ッ ク 数 を 用 いる が よい 。 こ の 数 BOUL IT FA 

5 Bt ED Dk ROH 82 ah) 

EES エ ェ エマルジョン 中 の 実線 は ¢ ト ラッツ ッ ク を 示 

D,=86400 T, CHS, Fo MS BROWKRSRD CASS 

こ ・> に TT。 は 毎秒 Icom? 当り 点 泊 で あら ね わら だ こと で でろ は ニニ マル ショ 


ee eth ン 外 の < 粒子 の 通過 部 分 を 示す 。 
の 放射 能 で , BRED + ab PISMO RUE E IETS YO. 


PRIYA eT FCW OM SF ae Seay kh Bs Bhs 
MECH BZ, de RMT ARUBREYVBIZIOS 

GPCHORAYT を 面積 的 に 計数 する の に 二 方 法 が あぁ り , その 一 は 周 室 
式 計 数 法 で , これ は 接眼 鏡 に 正方 形 の 枠 を 取付 け , 任意 の 場所 の x トラ ッ 
7 TRG Zo 他 は 帯状 移動 式 計 数 法 で こ ゝ で は 専ら この 方 法 に 従 つ た 。 
比較 研究 で は 同一 の 幅 の 視野 で 計数 する 必要 が ある 。 


Ill FIYP bY IOS 


エマ ル ジ ョ ヨン 中 に 現われ る 々 «トラ ツク の 中 に は , 問題 と する 伝 物 自体 よ 
り 出 て いる も の の 外 に , BMOMFRULY VV ayOniZd SRE 
質 に よる 所 調 ブ ラジ クト タウ ツク グ が 含ま れ て いる の で , BBY Otis, 次 
ORAL CRM EHS. ET, エマルジョン 面 の 上 縁 と 下 縁 と 
は , BiMeLP TN, PECANS SBR, か ぶり 等 に より 識別 され 
1) 必ず し も 全 U 系 が 平衡 に 達し て いる 必要 は な い 。 例え ば Ra 以下 が 平衡 状態 に 

ある 場合 で も ょ い 。 


2) Yagoda, H. : Radioactive measurement with nuclear emulsions, 
New York, John Willey, 1949. 
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ZS, トラ タック は この 両面 の 問 に 上 膜 面 と 種々 の 角度 で 走 つ て いる わけ で あ 
Do 


(1) RMkL OMT る トラ ツク 
(1 a,b) 

トラ ツ ッ ク の 一 端 が 上 縁 の 上 膜 面 上 
ょ り 発 し , 上 膜 面 の 中 に 入 つ て いる 。 

(2) zyvvvsayv OABEY 
発する も の (Rc) 

単 一 の トラ ツク は , その 起源 が 
判り に くい が U, T+ の 場合 , 放射 
湊 の トラ ツク が 』」 エ ルマン ジョ ヨン 


=E2)\ 


中 に 出来 る た め , @ bY TE Eo EE 


Katie OBA pobseti (No.5 e3) 
XE PORN PDOME, 数 字 


Axe RUPLI 7 ADAG. 


射出 され て いる こと が 鏡 下 で 識別 は 各 一 粒 の と トラ ツク の 数 (85 5 BH) 
HOR, flO CA Gia HEY Hie (4004 BA DIAM) 


る NN タツ 2 で な いこ と か が 判る 0 

(3) 乾板 ガサ ラス 中 より 発する も の (Mee) 

塵 さ S50 ミク ロン の エマ ル ジ ョ ヨン で は , 殆ど すべ で の る の が 買 板 サ ラス と エマ ル ジ 
ョ ン の 境 か ら 発 し , エマ ル ジ ョ ヨン 中 で 終る 。 そ の 結果 (1) の 場合 と 遡 に 放射 状 に ェ マ 
ル ジ ョ ン の 中 で 終る の が 蒲 通 で ある 。 更に この 乾板 ガラ ス 中 より の も の も スタ ー を 
VEN EHS, これ は 図 中 e の 如く な り 載 頭 ス ター (superposed star) を 形 づ く り , 
FLL CHO A FAP ELYVDODEDDS. 以上 ラマ ラッツ ッ ク の 識別 に つき の べた が 
般 に トラ ツク の 始 端 部 が 直線 的 で ある の に 対し , AUR AY 20 HHS 場合 が 多 
く , これ は イィ イオン化 能 が 末端 に 強い と 言う 事実 に 関係 ある も の と 思わ れる 。 

鏡 下 で み ト ラッツ タ を 計数 する 場合 。 上記 の こと を 参考 に すれ ば , Baw 
bDEbIYT OAR MAUL CRASH EBHSES  AOPSTICIS TDL PR 
ABBA BNHBL, DEIILL TAVTbIV 7 CRA AERC 
Do 


IV @ fi] 

ZILA Th, SAPO BACON CL REE EINER 
の も の で あり , 泥岩 は 那 符 町 を 中 心 と する 第 三 紀 層 中 に 見 られ る も の で あ 
る " り 。 同 一 産地 の 同種 岩石 , 叉 は 同一 標本 の 数 枚 の 薄 片 に つい て 測定 を 繰 
返し た 。 比 較 の た め 他 の 種類 の 岩石 の 結果 を 附け 加え た ( 雪 参 照 )。 

(SSE RCM DIMAS ET SAGE CRISL, 多量 の 上 門 基 性 斜 長石 が 短 
國 状 に 配列 し , 場合 に よ つ て 洗 れ が 閉 し く 緑 泥 石 に 変化 し て いる も の が ある 。 角 関 石 
は 福 色 種 と 線 色 種 と が あり 前 者 は 褐色 ~ 淡 福 色 の 多 色 性 が あり RA RE BREA 


1) 教 室 所 蔵 の も の を 用 いた 。 
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Sis dt AN BH # | 
Se] He | we EC CE 
1 |poage 85(H) 0.2497 124.5 5.9 
2 ALY oe 0.2802 166.5 7.0 
3 |b pREO 1 ” | 0.3420: | 176.0 6.1 |J\ star 9 
4 iL Zm2 ” 0:2035-+, 2119.0 6.9 |4\ star 4 
5 同上 to3i » 0.4250 277.0 7.7 |v star 10 
6 同上 その 4 ieee 0.1680 83.5 5.9 jy star 4 
7 同上 その 5 ” 0.3515 | 276.0 9.2 
SH AHH ° 0.4520 365.5 9.5 
SEGA 7.28 +0.34 
ae ee ES 
Sk mm LEE | es ee xo scien? Al 者 
1 | 大地, 森 浦 開 そ の 485( 日 )| 0.1942 137.0 8.3 |/\ star 2 
2 |e 番 » | 0.4144 | 576.0 16.5 
3 iF BLO! » | 0.1038] 221.0 25.0 
4 同 の » | 0.1555] 410.5 31.1 RGR EHO Hod Y 
S| #5 JI 2 0.2608 322.5 14.6 jRvsstar2, zircon 
6 ie Ie » | 0.2999 | 368.0 14.5 
7 | 森 Gal Pil OA947) -198:5<) «120 
8 ME, ABH 2 0.2688 | 481.0 | 
9 不 田 原 北 方 ». | .0,.2680'| . 286.5 12.6 
10 & sy 2 0.4280 | 444.0 12.2 
“11 RS, SLUR » | 0.3845 | 398.5 の stay 2 
12 SB il ctw | » | 0.1645 | 205.0 14.7 [jy star 
13 太 地 , 森 浦 間 そ の 2 » | 0.1385] 150.5 12.9 


平均 値 15.98 キ 1.17 


第 3 # ie pil 
oy uh | i 名 | tke HH 8 /om?/d 
7S FF 出 流 el a 56.13+2.88 
ae iz me A ei a 7,56 40.87 
” 同上 ( 班 品 少 きも の ) 926.18E1 57 
後 im HA ei a 5.60+41.35 
A 山 流 #8 a 51.75+44.15 
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の 弱い 多 色 性 を 有する 。 こ れ ら の 有色 鉱物 は 分 布 が 不 均一 で 密集 する と ころ が ある 。 
No.6, 7, 8 で は 褐色 の も の が 特に 多く , No.3 で は 緑色 種 の み で あり Nod, 5, 6 
で は 両者 共存 し て いる 。 ; ; 
VERIX—-HNC SOM No.l, 2,8 に 見 られ , 淡 緑 乃至 無名 で あぁ つて 比較 的 大 形 の 
も の が ある 。 : 
更に 以上 の 有色 鉱物 が 変化 し た 緑 泥 石 が 多く , ERMOGE ED THSYVORDSo. 
橋 右 の 小粒 は 広く 分 布 し , 少量 の 磁 鉄 鉄 や な られ る 。 石英 は 殆ど 認め られ な い が 
No.2 CisfRE he L CHORD IC KO THEN CWSo FICHE Ew SD BLE 
Ae RT ES 部 分 を みる と , 概して 弱い も の の 
, 特に は つき り し た 放射 の 中 心 と な る 久 物 を 認め る こと が 出来 な いり D。 

are と 不 規則 で 角 ば つた 石英 粒 及 び これ を 埋め る 淡い 福 黒 色 泥 状 物 
質 が 大 部 分 を 占め る 。 BK No.l, 3, 5, 7, 13 で は 直径 100-200 ミ クロ ン の も の 
ミ 多 い が , 他 は 細 粒 で 50 ミ クロ ン 以 下 の も の で ある 。 次 に 少量 の 倍 長 右 の 破片 が あ 
, oligoclase-andesin で ある 。 そ の 他 緑 泥 石 , 炭酸 塩 鉱物 示 多 い 。 No.i2 で は , 
t§ 100 ミク ロン の 石英 脈 に より 縦横 に 貨 か れ , ZOMRMIULMAL IBS dO HBR. 
人 鉄 の 脈 が 認め られ る 。 VERMA ROR YC, 多く の 鉄 鉄 ら し い 不 透明 鉱物 が 
BUET 46 

と & ト ラ ツ ク が 放射 状 に 密集 する 所 を みる と No. 5,6,12 に は 透明 な zircon ARG 
物 が 認め られ る が , その 他 , No.6, 432K SECNHEO PD DIMI db ARS 
色 の 三次 鉱物 で ある 。 

と トラ ツク が 福 鉄 鉱 の 部 分 に 多い と 蓋 う こと は 認め られ な か つた 。 

斜 長石 の 成分 より し て , この 堆積 岩 の 源 は 酸性 岩 で あぁ ろう と 思わ れる 。 


s 


Sy 


V SHO OWt U, Th OW SSSEea 
Bragg & Kleeman の 式 に 従 つ て , JEAUIMERE BODIE” ょ り per— 
meability を 計算 し 5.63 を 得 た 
Keevil の 結果 に より 普通 の 岩 大 中 の *U/Th 倒 1/3 と し て 
T, =8.45 x 10-5/cm?/sec GH S25 
T,=(25.73U +7.80Th) ょ り U=0.3055 x10-$g/g を 得 た 。 
ree Th=0.92x 10~*s/g Ch Ze 
BPR kL, この 地域 の この 種 の 岩 脈 中 の R, 含有 量 は 0.53: 


=) 


1) RSet, ee : 県 碧 鳥 本 町 附近 の 岩 脈 群 を 成す , ANY HV b BRU 
AGIA, “Bi, 23, 199182, 本 18 

2) T. Asayama : Mem. Fac. Ind. Arts. Kyoto. Tech. Univ. 3 (in press), 
The radium contents and the chemical composition of granitic rock 
in Japan, especially in the Tanakami-Mikumo and the Hiei Regions, 
Shiga and Kyoto Pref. 


3) W=ay/ wat by/ wh +Ca/ we tee =204/ WN, 


y: permeability, a.b.c.: relative proportion by weight, W : atomic 
weight 


is Ue 
見 洛 


正 


38 %6 # 207 貢 


Lis h 


ae 


am | OR 


Fig.3 (写真 版 ) の 説明 番号 


た の で 下記 の 通り 挿 和信 致し ま 


4 % 
Vd 
Z 
Zz 
a i i 


wn 


ee ae is coer. eas 55 ® ae ; 


“ 
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x10-Pe/g と な つて お り R,=-Ux3.4x10-7 より U を 求め る と 15.588 
x10-?g/g と な り , か な り 隔 り が ある 。 この 事実 は 筆者 等 の 推察 に よれ 
ば , PERO PULEROL VBE CHEN EM ONN COS BEM 
FESRVOLBAZ. この 点 に 関し て は 更に 研究 を 進め る 予定 で ある 。 


VI #2 約 

1. 則 夷 岩 及 び 泥 岩 の 二 種類 の 岩 右 に つい て 放射 能 を 測定 し た 。 LOK 
度 の も の は , 12 週間 の 十 出 が 適当 で ある 。 

2. FAREED Bah SY 7HIX 7.28+0.34/cem?/d CHO, BLY 
BUH AE & aR & Bcerahnts ze, 一 般 に 放射 能 的 に は 弱く , PRE Ty Bee 
性 岩 に み ら れ る 程度 の も の で あぁ る 。 

3. YEHORUNARS 15.9841.17 で あぁ つて , 中 に は zircon 様 鉱 物 そ の 
他 の 徴 凌 鉱 物 で 相当 強い る の る も 認め られ た 。 こ れ ら の 鉱物 の 特別 の 配列 は 
Bd 5 17 DOK. 

4. 両者 に つい て 放射 性 微 鉱物 の 分 布 各 一 例 を 図示 し た 。 


研究 の 機会 及び 種々 の 便宜 を 与え られ た , AKEBULICE THREES S れ た フ 
ジ 写 真 フ イィ ルム 株 式 会 社 研究 所 長 藤 沢 博士 及び 古関 靖夫 左 に 深謝 する 。 人 千本 研究 に 
要 し た 費用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 及び 服部 奉 公 会 研究 補助 金 を 使用 し た 。 


足尾 鏡山 首 鏡 石 の 反射 顕微 鏡 的 研究 ) 
(GRIER UAB) 
Microscopic study for ore minerals from the Asio 
copper mine. (I) (Stannite and bornite) 


il yc 7% 載 (Noritosi Yamae)* 


蓋 谷 鍼 は 高取 , KE, 尾平 , 入 来 , EM, 足尾 等 の 鉛 , VY TAT Y, 
鋼 を 産 す る 気 成 , 深 , 江 成 熱 水 鉱 麻 中 に 見 出さ れる 
AE Sako 4 FL HABERICOW CRE BURY 1D, AEH 
SK NEO dD OlOWw CHM AFER” 1k OKRA SN CW So 


Te GK FE GALL 
1) 日 本 地質 学会 大 会 講演 , 昭 22, 26. 
2 山戸 地 三 , Ba, 21, 22, w 14, 15. 


ei ous shai ih eal ain 


BAG DBR FA & sb 


22 att 

Be ROKUINC BU CRMORAE Ne OIKRAARBIUOENM CH Sr 

Omri, PNR LOGE, 鉄 マ ン ガ ン 重 右 と チ ve pon eee 
1220 CHA 6 

KEG OED LEB CEP RBSTLLE) に 限定 され る が , あ 
る 竹 の 黄 鈴 鉄 は 横 間 歩 鐘 及び 基 の 上 , PEE ORE, 亜鉛 河鹿 等 に 於 て 
る 顕微 鏡 的 に 認め る 事 が 出来 る 。 

SE Ookit, BEGG, 関 重 鈴 鉄 , 四面 鋼鉄 , 黄 鉄 鉄 , キュ ー バ 鉄 等 と 固 深 
体 を 形成 する 事 は 実験 り や 離 溶 構造 か ら 確 め ら れ て いる が , 微量 の Cu, 
Zn, Ag, 等 を 不純 物 と し て 混入 する 為 多 種 の 性 質 を 異 に する も の が 存在 す 
Zo BRAKUNCATH LERMOMBICL D, SHORGMAMD ENS. 

BESMIGKIX, BONGKORAC KBR, 二 次 的 富 化 作用 の 結果 生成 され た 
も の の み が 知 られ て いた ぷ や B, 最近 筆者 は 初生 的 と 思わ れる 理系 鉄 を 見 出 
し 基 の 産 状 を 明 に する 事 が 出来 た 。 今 之 等 の 鉱物 の 産 状 , 共生 関係 に つい 

CHA 0 

= Wk 

SOHAIL, 次 の 四 種 の 産 状 が 認め ちら れる 。 

) 石英 黄 鉛 鉱脈 (EMR) の 下 盤 側 の 石英 脈 中 に , 鉄 染 状 に 存在 する 場 
> (a 1 Bi) . 

2) 同上 石英 脈 中 に , BEGMK CIEE T ABA. 

3) PESWGe ERIC PEW, EMRE HR ZBA 

4) BREW SKAR CAPRA ICFELET ZB 


HIM RASkO PBR 


Country rock 


Stannite 


Sericitization Pyrite 

be] Chalcopyrite =| Quartz 

0 20 40 cm. 

ES te lth INewes” Jahrb d: 
2) Schneiderhéhn, H. & Ramdohr, 


Wo Sree, 


は , ARG, 


LD ED LAN RBI CHR LIBS 
PCMAG, GEE CH, 


1 


) は 石英 脈 中 の 一 定 し た 帯 に , 


10~5 FEO CHAIRS FELE TF SB 


bes 


も の で , 
eee 鉛 石 が 共 
が 多い 。 


ある 。 3) 
鋼鉄 と 密 に 共 
る が 走向 , 


この 石英 脈 中 に は , 鉄 マ 
RES BBE 
2) は 1) ORMBHBMt Hic, 
同 鉄 が ほ ば 同 量 存在 する 場合 で 
の 産 状 を 示す る の は , BE 
FEL EMRE OT 
傾斜 何れ の 方 向 へ も る 長 


く 連続 せ ず 5~10 米 で 黄 鋼 鉱脈 に 


移 4 


じす る 。 以上 1) 2) 3) の 産 状 


を 示す 黄 鉛 鉄 は 何れ る も 新 盛 氏 上 部 


VT EO SCO SD A 
P., Lehrbuch der Erzmikroskopie. 


1934. 


[RE(CRME LTADENZLO 
斑 鋼 鉄 は 認め られ な か つた 。 
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に の み 産 出し , HOM RELIOMD BE SL — RRB WS BZEY 
明らか に 褐色 味 を お びる 。4) の 産 状 を 示す も の は , MPRMOARE TRE, 及 
び 基 の 上 , PAR ORER E 7 FRAG CARB EET BS  HERAGANC HEL PO a 
で , —RRBROGRLEVO EARS NAC, 之 は 前 記 黄 鉛 鉄 と は 明 に 区 別 し う る 
の で ある 6 

= OPMENT, 銀 感 録 等 の 亜鉛 を 多量 に 産 す る 場所 に お いて も BOR RDA 
在 す る が , 肉眼 的 に 其 の 産 状 は 明か で な い 。 


A Gt FA ih ti a) He 


1) Bee BICH 4WHMIERRI ESHER LVROMS 
2b Were 
4) BOS 反射 光 下 に て 税 褐 色 を 示し , 異 方 性 極め て 顕著 で , BR (Bot 
#) の 内 部 構造 を 示す 。HNO。 (1:1) に より 3 へ ~5 分 で 中 心 部 附近 は 暗 福 色 に 少 染 
され る 。 班 鋼鉄 と 共生 する 事 が 特徴 で ある 。 

a) Beggk Il. HEIGL Bix CHU ORHALARTAZ LY PPMEREBUT 
So BRED CEE, HOR] LEVORBRUARMEE RT. HHH 
に 不 規則 粒状 に 存在 し , 銀 白 色 鉄 物 と 共生 する 事 が 特徴 で ある 。 試 薬 に 対す る 反応 は 
結晶 面 に より 著しく 異 り , NaCN に て 褐変 し , 粒状 の 内 部 構造 を 現 わ す 場合 が ある 。 
HNO。(1:1) に て 徐々 に 神 二 暗 書 っ 黒 変 す る 。( あ る 面 で は ほとん ど 反 応 し な い 事 が あ 
る ) (OPRBRI, 産出 が 極め て 稀 で ある 。 

ハ ) ROK TL. 反射 光 下 に て 福 灰 色 を 示し 異 方 性 は 頭 閉 で ある が 工 及び 1I に 比 
すれ ば 明か に 劣り , HNO,(1:1) に より , 152 分 に て 黒 変 する 。 普通 に 云わ れ て い 
ZEBRICRTSVOCHS. HRMGL INVA AA PRCEATS 事 が 特徴 で ある 。 

=) BOG IV REIER I CHB UL KMS ZLOMREEKY, PR 
RIE BERT > BAEC PHS BHGUIL MBE) CHS. HNO』(1:1) に 
て る も 一 部 を 除い て , 大 部 の も の は お か され な い 。 MENGE HAT SHAM TH So 
2) BESMHE seSgko fais, 肉眼 的 に も , 鏡 下 に お いて る も 基 の 破 面 の 新 

鮮度 に よ つ て 変化 する 。 新 鮮 な も の は 紫 礼 色 の 反射 色 を 示す 。 媒 方 性 は 明 
か で な い 。 試薬 に 対す る 反応 は 第 1 OKI TC, FeCl, NaCN( 稀 薄 液 ) 
HNO,(1:1) C4} VY ARO BARES BARRO ARR OBA 1, ABIL UC 
黒 変 し , HNO。 で は 直 に 起 泡 す る 。 今 被 面 の 鮮度 及び 共生 関係 か ら 次 の 二 
MAIC TAL 726 

4) Peegk 1. RHEGRBEERL, COMP MEMAKET SOB UWA 
BABA BK 1 と 密 に 共生 し , 三次 富 化 硫化 鉱物 に よる 変 代 現象 は 極め て 
僅か で ある 。 

ロ ) peeek I 反射 色 は | に 比 し や ゃ や 此 色 を お び 研 春 面 が 短 時 間 で 変色 する 。 

黄 鈴 鉄 | EDR, MRICABTSR エ に 比 し 僅か で ある 。 二 次 富 化 硫化 鉱物 の 変 代 
作用 著しく , 又 微 細 な 格子 状 , ZORS ORAL BRS BAFET Do 


1) 20% 落 液 で は 直 に 黒 族 す る 。 
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BLK RHMBTICKY SHER 
| 物理 的 性 質 化学 人 的 性 質 (試薬 反応 ) | - a 
pe| H NO.) HCl |NaCN FeCl。NaOH HeCl Be 
peat esl Raat et el (1:1) | (1:1) 1(20%1(20%, (40% ){(5%) 
., fas f+) 
: , % Gk 局部 的 | 一 - = - - に 斑 鋼 鉱 1! と 共 
HODGE Oe ne poe 
i Zs 
= CE) 
% ii [> | [Fa 徐 a ー |—sbxAZ 一 = = el VB 色 
wen Te eT EI Ee whe oeeee 
を 現す 
| = 
A wi cuwom —- | ~ | ~ | ~ | 2 leeene rme- 
sais Topace® AR Ee fhe Bhee ay 
SOBA _k jBeBey bee rae 
Bll Lyme, - | -~ | - | - | - PRP 
RIK LV MOE ies は 基 の 周辺 に 存在 
不 icine Evans 
= 3 | 下 : に 起 | 一 IB. VO AR ce) — = AE DEGAS © 
SESSA TALES eto BE IL BR EES Lis < 
色 状 構造 い 
同 ER 上 同 上 同 上 同 上 次 富 化 作用 賭し て 
BERG 1 eee ey - ae ee ue 
ream Pe to 
BRE SOE IR Dae 周辺 に reaction 
oa rim £ L C##E 
: “| + ta 
2 明 BRSRSSR Rc) 一 一 部 時 | - | - | —  lpeemarchycsegp 
SRE ELS Cs Ey (las Ro IT と ee 
いい 
+positive (+)weakly —negative 
共 4H 全 
1) HORS 4) SSHGK T. (orange stannite) BIcHEPAGKE CES OME CH Zo 


REA. MONS, BEAGK I hics 2 図 の よう に, 05001 FERL ORR & 7 


THEFT SOO CH So FMICBEOKIT ¢ OMDRERA 
TELET Bo MUG AKILO % O ASBEMSK 
REVISE RUE ¢ OBER GK Hh 


は , 


規則 塊状 , 


班 鋼鉄 は あま りき 


る め の ら れ な い が 」 
BAR & ASS Ep PHIRI SY HY ョ 
CH PASE DAEBAR NAMES B o 


1) 


PORE, 


生野 等 に お いて は 最も 代 表 的 な 共 * 生 関係 で ある 。 


GK, 又は 芝 等 両者 に また が つて 
KL 相 証 境界 と を も つて 接する 場合 が あり 
! に 存在 する 昔 鍋 鉄 は 
HEF ZBERAGK IER RIG ER 
HATO BBG HH Ye a BER 


の 
joss 


SZ NEER © ARF DS, BERG ch ys Az 
ド す よう な 不 規 則 小 料 状 と な つて いる 。 DOLS Lew 
AME DET SHERDSM, WARE WEF SB hv, 
BESAGANCNAR, Sk TER | VON OSA COSBA, HOST 3.4 BO 
ei abide NN is ces 点 状 に 存在 する 試料 で 
第 5 図 の よう な 明か に 交代 残 形 と 思わ れる 不 
重 石 が 共生 し 後者 の 板 状 面 に は , OG 


i ae 


BSCE BR ee 


RIMM, MCLEE LRDASAMUORERT RUN 


され る 場合 が あり , その 場合 周辺 は 反応 緑 状 の 青 灰色 鉱物 が 生成 され て いる 。 = OK wt 


NSH 1 表 の 如く , 異 方 性 は ほとん ど 認 め ら れず , 各種 試薬 に も お か され な い 。 お そ 
5 < PEK SE & SASK e O KC Ky MEGAGK (tennantite) の よ ょ うな 録 物 が 生成 3 
れ た も の と 思わ れる ワリ D。 

a) 黄 鉛 鉄 II (brown stannite) この 種 黄 鍋 鉄 は , 鏡 下 に の み 認 め ら れる 2)。 
BGK VLAD, BBE PDT, 0.2~0.01 PMORIRMILH AI CABAGKIC 
GBENS (第 6 図 )。 LEMCKATZSRASOKMNIAOMBDSY, 1 Hic 
示す 性 質 を 有 有 し , 0.1~0.02 BOR, 棒状 と な り , Beas Ti BEL MZ 
を 横切り , RISBMRPICGESHS®Q 

Si, 鉄 マ ン ガ ン 重石 は 共生 し な い 。 

2’) BBB III (normal stannite) この 種 黄 鈴 鉄 は , 大 塊 と し て 存在 する 事 は 
少な い が , 散 点 状 に 基 の 分 布 は 広範 囲 に た 真 つ て いる 。 夷 鋼鉄 を 伴わ ず 常 に 黄銅 鉄 中 に 
小 協 状 叉 は 郊 状 と し て 存在 する が , FOAMIBMRAAMACAMS BH 7 MOR 
く , 典型 的 な 文 象 構造 を 示し て いる 。 RCRA ERT FRA OBER AE 
され る 場合 が あり , LRRD BHT HAL LEBRORBROLERRADYS 
れる 。 . 

=) Bh IV (grey stannite) 特徴 的 な 共生 鉱物 は 関 亜鉛 鉄 で あり , HOME 
地 も 亜鉛 河鹿 , BR SORML SU BAM HIRE NCWS COMRBMIx, BY 
BESASK HIS [BAR| LIDAR EA HZ RPIGLE EARL CHLZEL, 附近 に 黄銅 鉄 の 
認め られ な いよ うな 場所 , MID PEBROD OM CS, ほとん ど 存 在 し な い 。 多く 見 
られ る 形 は , 第 8 図 の よう に ヒモ そ 状 , HR, ATR, 環礁 状 , 不 規則 粒状 等 で あり , 
次 で 第 9 図 の よう な 不 規則 塊状 , BARRE RT WRHKE Hic, 0.02 hit 
の 懸 滴 状 構造 を 示す 場合 が あぁ る 。. GAR, ARO, DROBO, Peo 
が 共生 する 。 

以上 述べ た 各種 黄 鍋 鉄 中 で は , 「 了 」 が 最も 多量 に 認め らち られ, TIT] PIV TIT 
の 順に 減少 する 。 

2) BESIGK イ ) BERAGK 1 PIP < SAG 1 ! を 随 傘 する 。( 共 生 関 係 は 黄 鍋 久 I 
参照 ) 。 黄銅 鉱 と 想 境界 又は 不 規 則 弄 状 で 共生 し , 前 者 の 場合 基 の 境界 は 思 凸 の 不 
規則 な 形 を 示し , MROBRMG ICMR Sn SHERI, 出入 の 著しい 不 規 由 粒状 を 
ART AS, WUCGEPAGE PULSES NS PAGINA RORE RL CWS (前 述 
DHE ! と 斑 鋼 鉄 の 共生 構造 に も 之 と 同じ 関係 が 見 られ る ) LOLS BRIS 
鉄 が 黄銅 鉄 に より 交代 され た 形 と 考え られ る が , 第 10 MOL 3 BERK VC HET 
る 「 島 状 」 黄 鋼鉄 が 虫 喰 状 に 交代 され , 或 る 部 分 で は 不 規則 な 談 代 残 形 を 示す 様 が 見 


1) BR GESE AIA CG CHERAGK BI b GES NZYRS DY, この 時 も 同様 の 鉱物 が 

反応 縁 状 に 生成 され る 。 又 附 近 に 同様 の 鉱物 が 小粒 状 , BER, 針 状 を な し 存在 す 
る (この 場合 中 心 部 に は 硫 克 鉄 鉄 は 認め られ な い )。 

2) $7 eRSH LC ABTIIS THM 

3) bismuthinite に 極 似 する 。 。 

4) 当 久 床 産 隊 亜鉛 鉄 中 に は Fe が 多量 に 含ま れ , KAMAMICRT SYOTH So 


26-" a AU DUG RA ab 


BNSo COEFF CLHMRERAL, 他方 で は 変 代 され る 事 は , BHROA 
成 時 期 の 一 区 間 に , 局部 的 に , Cu 成分 の 増加 が あり, 短期 間 に 斑 鋼鉄 の 生成 が お こ 
な われ た も の と 思わ れる 。 

BECAUSE, 棒状 レン ズ 状 , 芋 状 等 の 部 溶 状 黄 鋼鉄 が 認め られ る ワリ 
(第 11, 12, 13 図 )。 
BoA | の 共生 関係 に 述べ た 如く , 斑 鉛 鉄 中 に る も, ANBLADRLIR © PMR & BE 
し , 基 周 辺 は 反応 縁 状 に 一 太 鋼 鉄 の よう な 鉱物 生 成 さ れ て いる が 又 , 附近 に 同じ 鉱 - 
Mosk, WREL CHATS (この よう な 形 は , BK 1 中 に は 見 られ な い ) 
DESAGK IT 中 に は , I に 比 し て LRN ATOR (Rise RES) が 脈 状 に 任 
KEK CORRE, BBP Clk, 直 に 細 化 する か , ほとん ど 交 代 作 用 が ボ が おこ 
次 ね おれ で いな い 6 
ロロ ) PERMSK IL \EARORSGRE AR COSA CL VL CRO TLE CH 
Do 

著しい 特徴 は , BONN IG ABER OAC LOC, BOREAL BK ZENLY 
小針 状 , 微細 格子 状 黄 鋼鉄 が 派 生 し て いる 。 (LERPASKISH DD CRAIC, 高 倍率 
に より は じ め て 認め られ る ) ; 

一 次 富 化 作用 を 著しく 受け , BME LCE) FELL, (SERS I 
の 場合 は 鋼 藍 が 主 で あつ た ). MEM CH So. 


Hse | OL PRs 

AMBRE TL] が 最も 多量 に ま と ま つ て 産 し , 分 析 試 料 採取 に は 最も 都合 が 良 
WO CL DBE ARH EL Po 

共生 関係 の 項 で 述べ た よ ょ うに, ZIBB L BUCO CUZ OD CHATBRE EBS 
事 は 困難 で ある 。 試料 を 粉砕 し , ルー ペ に て 注意 深く 選別 し た 試料 に つい て 分 析 し た 
結果 は , Cu 44.61%, Fe12.01%, Sn 11.03%, Zn 0.14%, $ 27.45%, Si0;4.44% 
CHO. COLI, 相当 注意 深く 選別 し て る 重量 比 に し て ほな 同 量 の 殆 鋼 人 然 が 
混在 し て いる 事 が わか る 。 

鏡 下 に お いて , BHM 1 の 部 分 の み 針 に て 微量 採取 し , HNO,(1:1) に 分 解 , HCl 
酸性 と し CsCl OPE MASE, 第 14 図 の ょ うな 0.06~0.02 Home, 届 
OA ik oe pau 


H,SnCl, $4KL, 更に 基 の H が CsCl に 置換 され Cs。SnCl。 の 結晶 を 生成 し た 
eee 


Ri 1 及び IV OR DHE 
JE FEE SAGAS ORCAS DS, TL] TIV」 に は 最も 特徴 的 で あり , 他 に 比 し 


1) COED EERE EAT SLES 初生 的 で ある と いう 最も 良い うら づけ 
で ある う 39 

2) 極め て まれ に , BERG I 中 に 見 られ る も の と 同 大 の 場合 が ある 。 

3) に つい て は 別 の 機会 に 発表 する 予定 。 

4) ZT TEL, FARO ER, Br OPERAS UGA O HASKIN TE TS 5 
WL DASRO ENA (分 析 は 足尾 鉄 業 所 分 析 課 に よる ) 
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Fig.2. Granular stannite I (white) 

' inclusions in bornite(black) 
x50 etched with NaCNn. 

Fig.3;4. Intergrowth of chalcopy- 
rite (white) and stannite 
I (grey) in bornite (black) 
x60. etched with NaCN. 

Tig.5. Replacing remnants of cas— 
siterite (grey) in stannite 

oe I (white) x60. 

Fig:6. Sub-graphic intergrowth of stannite II (dark grey) and chalcopyrite 
(white) x70. 、 ; 

Fig.7. Myrmekitic intergrowth of stannite III (dark grey) and chalcopy- 
rite (light grey). x60, 

Fig.8. Stannite IV (light grey) shown core or attol texture in sphalerite 
(dark grey) x60. 


Fig.9. Stannite IV (light grey) shown irregular mass in sphalerite (dark 


grey) X55. 

Fig.10. Replacing remnant of chalcopyrite (white) in bornite (dark grey) 
x 60. ; 

Fig.11,12,13. Ex-solution texture of chalcopyrite (white) in bornite (dark 
grey) x60. 


Fig.14. Microchemical test for tin. Tin cesium chloride crystals x65. 
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多量 に 存在 する 。 

Ramdohr リ は 黄 鍋 鉄 の 距 種 と し て 四 つ を あげ て いる 。 [1] は Cu の 供給 路 了 近 に 
存在 する も の で , 一 般 の も の に 比 し , や ゃ Cu 成分 が 多く な り , Cu。FegSnS。*) に 近い 
DOERBL CS. COMMIBLELEL, 異 方 性 極め て 著しい 。[II] と し て あ 
げ ば て いる も の は , 例外 的 な も の を 除き , ほとん さ ど 等 方 性 で , 関 亜 鈴 鉱 に 類似 する 反射 
色 を 示し , 交 線 試験 に よ つ て も, 独立 し た 鉄 物 と し て の 結果 は 得 ら れず , BS ¢ Balt 
迄 ほとん ど 変 化し な い 或 る 種 の 混合 物 を 有する 久 物 と され て いる 。 UN) 及び [IV] 
は Bolivia の 銀 鍋 鉄山 に お いて の み 産 する も の で , 2 OBMMEREL, Ag 成 
分 が 一 部 の Cu と 半 換 し た も の と 老 え て いる 。 

今 下 鉱山 産 の も の に つい て みる に St.I は 常に 斑 鋼 鉄 と 共生 し て いる 。 こ の 事 は ; 
相当 Cu に 豊富 な 環境 で 生成 叉 は 存在 し た 事 が わか る 。 又 反射 鏡 下 の 講 性 質 は 前 述 
[1] に 祝 め て 類似 し て いる 。St. ユエ PHP CRANCHR ITAL, 不 均 任 部 が 確 め られ 
る 。 SSMS RIL Kb AOCKMERSA ) が 存在 し , この 部 分 は , QESNKBA 
の 周辺 部 や 中 心 部 に 多く 認め られ , RAPA (HNO 9) AER aE St 
Lil に 極め て 類似 する 。 . 

以上 の よう な 事 か ら 類 推し , St. lik St. IIT Bay Cn De ASB. Benge 
Bele (ea RMMLAORDOL BONS’ 

AB ES BZ RBRICOW CE, BS 19274 Ahlfeld ik URE SN CSS 
彼 に ょ よれ ば ぼ ば Vila Apachita HOMBERGBRPULBALESAL (EAPO Zn 
と Fe が 次 換 し た も の ) その 次 福 色 に 洗 染 し た も の だ と 述べ て いる 。 MUL EMD 
値 中 の Zn 含量 は , 極め て 低く , Danna) 中 の も の より る も 著しく 微量 で ある 。 即ち 
St.I エ は Zn DIBA k SAR CBA SN 

St.1] は , RH POMERS [1] CU SZSHICRRMIcaesn, St.licte 
し , Cu DEEBMARIED 2 RCE L COS MDH Z PHM ENT, BEDE 
MIAH CHS 

St. TV に 関 和 亜鉛 鉱 を 幸 体 と する 地区 に の み 産 する 。 MLA AAO A CHES 
共生 し な いよ うな 場所 で は 存在 し な い 。 反射 鏡 下 の 講 性 質 は 了 岡 亜鉛 鉱 と 類似 し , A 
鉄 の みな ら ず , 関 亜鉛 鉄 と も 生成 に 密接 な 関係 が ある よう に 思わ れる 。 Bb, や や 
Zn \CSAREBROBUMDS. Bb<, SEVCHNOM Zn,Cu の 供給 に より , 内 
ョ 鉛 鉄 及び 黄銅 鉄 の 生成 が お こ な わ れ た 。 HAD Zn の 供給 が 続き , 基 の 一 部 の 時 
期 に Sn 及び 少量 の Cu 成分 が 供給 され, BHR O— PIA E ECL, GAG 
の 生成 と な つた 。 Zn の 供給 は 引 続 い て 行わ れ , PIER RU, — ao 
を 交代 する と 共に , BHMAO Fe を 圭 換 し , 現在 の よう な も の に 変化 せしめ た る も 
DCD) © 


A 


1} P. Ramdohr: Die Erzmineralien und ihre Verwachsungen, 1950. 

2) -OBBRO(CERIE Cu,FeSnS, CHAD, ZK 1 AFORRMAKTO 
加わ つた も の 。 

3) Dana; ystem of Mineralogy. 

4) St. II] 附近 に の み 先 述 の 銀 自 色 録 物 が 存在 す る 事 は 両者 が 成因 的 に な ん ら か 
の 関係 が ある も の と 思わ れる 。 
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要 約 
足尾 鉄山 産 黄 鍋 鉄 及び 斑 鋼 鉄 の 産 状 を 述べ 共生 関係 を 説明 し な た 。 
黄 欠 鉄 は 共生 関係 及び 鏡 下 の 性 質 に より 四 種 に 分 類 し , 夫々 の 性 質 及 び 
共生 関係 を 述べ , 基 の 成因 に つい て , 検討 し た 。 
BEGAGKY Al UBER C, 三種 に 分 類 し , 共生 関係 , 及び 特徴 を 述べ た 。 
研究 に あたり , 種々 の 便宜 を 与え られ た 足尾 鉱業 所 地質 課長 草 比 中 明記 に , 双 文 
献 基 他 に 御 援 助 を 項 い た 東北 大 学童 木 浅 竜 助 才 授 に 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 
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Petrological study of the Tabashine adamellite mass. 


島 ¥t 光 夫 (Mitsuo Shimazu)* 


Abstract : The Tabashine adamellite mass ‘ntruded into the black 
slates, conglomerates of the Toyoma series and basic volcanics probably 
of Cretaceous. As the results the country rocks have been metamorphosed 
into various kinds of hornfels. From the mode of occurrence and petro- 
graphical feature, this mass can be divided to the following four rock 
types ; Tabashine, Aikawa, T6gaku and Kuromori types. 
> Tabashine type is chiefly adamellite. Aikawa and Togaku types are 
granodiorite. Kuromori is quartz diorite. 

All but Kuromori type have dark inclusions, which are similar to the 
Kuromori type in petrographical properties. All rock types have nearly 
same essential constitutent minerlas, i. e., plagioclase, orthoclase, quartz, 
biotite, hornblende, and augite and/or hypersthene. 

Most of plagioclases are oligoclase, and orthoclases are perthitic. y of 
biotite vary from 1.645 to 1.660. 

Some consideration on the petrogenesis is given. The hybrid phenomena 
between the granitic magma and the diabasic rock of this area have been 
studied by Yamada (1939). Contrary to his argument, it is to be noted 
that the effect of such hybridization on the basification of granitic rock 
is less significant than that between granitic magma and basic rock 
(probably two pyroxene gabbroic rock) at a deeper zone of the crust. 


This original granitic magma may be adamellitic in composition. Kuromori 


FRACS ES BS 7G BO PRB 


BE 8 RR oe | ou 


type and dark inclusion may be the products of such phenomenon, and 
granodiorites as Aikawa and Togaku type may have been resulted when 
hybridization proceeded further. When compared with the Orikabe and 
Hirota masses to the east, they have closely similar geological situation 


and petrographical properties to the Tabashine mass. 


1 繕 言 


南部 北上 山地 に は 多く の 酸性 深成岩 が 分 布 し て いる 。 そ の 大 部 分 は 千厩 
Fa TE BGS > BATE PIS 7% E ORRIC, 南北 に 伸び た 産 状 を 示し て いる 。 
右 英 そ き ン = 央 マテ アダ クロ 岩 は これ 等 ど ち が つて 比較 的 小さ く 岩 株 状 
に , 折 壁 , DB BLURAHAKOAL CWS, CORD) RAI LER 
WE A PIBIRER BEC BREMKCHAAZAK, FOIA DO RMARKO 
Wt, EGR EY CX, Met Uc, 1) Abbe 
の 酸性 深成岩 の 中 で は , OS REAUBHERL CHOSE LNEORREY SY 
= 岩 マ アダ メロ 岩 の 成因 。 2) この 岩 体 の 基 性 化 作 用 と 基 性 火山 岩 と の 関 
FR (山田 久夫 は 混成 作用 を 重視 し て いる )。3) これ 等 岩 体 の 北上 山地 深 成 
岩 活 動 に 於 ける 位置 な ど が 挙げ られ る 。 な お 金 開 山 の 花 賠 岩 類 も , アダ メ 
DEA TE BEIREACH SOS, これ は むし ろ 岩 質 , BREEDS, 阿武 隈 
山地 の 第 三 期 酸性 漠 入 岩 塊 と の 親近 性 が 参 えら れる 。 


2 束 笑 山 附近 の 地質 , 2?) と くに 周 園 の 蟹 成 岩 に つい て (第 lie) 

品 体 の 南側 お よび 東側 に は , 二 索 紀 の 登米 統 が 分 布 し , 黒色 粘 板 岩 を 主 

と し て いる が , EOEPMKEAERA COS. Jb, WERE 
等 氷 分 布 し て いる 。 そ の 噴出 時 代 は 明らか で な い が , ASSERT, Br ACAI 
過 な ど と 同時 代 で は な いか と 思わ れる 。 変 質 し た 安山岩 な いし 煙 緑 岩 質 の 
eG, 上 帳 附 近 で は 角 春 質 と な つて いる 。 西 線 は 第 三 紀 ( 油 島 介 下 ) や に 
蔽 われ て いる 。 主 岩 体 の ほな か に , その 光 入 に 伴 つ た 小 脈 岩 類 (石英 斑 岩 , 
TEMPE, PORSEMEL, BORER TE) が , 周 囲 の 登米 統 の 粘 板 岩 の 走 向 と 
ほな ば 平行 に 排列 し て いる 。 な お 観音 山 附 近 に は , BARMAN OM es 
認め られ る 。 
東 艇 岩 体 と 周囲 の 灯 板 岩 や 火山 岩 と の 接触 部 に は , TER OMA BA 
い だ さ れる 。 こ れ ら は 源 岩 の 種類 に よ つ て , 興味 ある 変成 岩 と な つて いる 。 
LTRS DEMIR IO Tl, すでに 山田 久夫 が に よる 詳細 な 研究 が 


SS ELS HHE : SEE LARP UGE D HAASE, HEME, 41, 431+456,1934. 


1) - E 
3) AEH: ESN OWATICR TC, 東北 大 地質 古生物 卒論 。1948. 
) 


山田 久夫 : SUR ARE OBE AB HVE, 46, 2114219, 1940. 
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第 1 図 # A 地 A th 質 図 
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あり , Bi UM O RRA EA & PEO ROAR ltOw Clk, 渡辺 
方 次 郎 , 信 木 健三 や の 報告 が ある 。 MSUOBRT RASA 7 
ンダ ント 状 に 産 し , ほとん ど 全 部 が 熟 変 成 お よび 気 成 変 代 作用 を 受け て い 
る 。 山頂 の 北側 は , Bla, 凝 灰 質 砂岩 お よび 脈 内 を 源 岩 と する も る の が 多 
く , 角 際 石 一 斜 長石 ホル シン フ ェ ルス , FOB BER SG ORY 7 
VA LTOTV OOM, Bie ELC, SR, ESE BL LS. ER 


1) PRWEB, ARS) BORGES OF BSA BA RE Aa, 33, 
128, 1949. 
M. Watanabe &. K. Yagi ; Paragenesis of axinite and héstingsitic 
hornblende from Kannon-yama, I wate Prefecture, Japan. Sci. Rep. 
Tohoku, Univ. Ser. III, Vol. IV, 157~169, 1953. 


ee RR 33 


BRACSEVOXSASNSZ COP 南側 に は , WE, RE, ENED B 
PRA. , BREL-MRG-BEAVI 2 VX, RBA RY 7 
A, SING REBAR Y Te VAREUTHSZoLNEHAT 
NAF YT ARRAN AGS ETS PALUIMGE Cit, 黒雲 母 ホ ルン 
フェ ルス , RCH dB 7 BRR APIRED EAE, FP SAARI AND DER 
右 = 稚 長 右 ホル ン フ ェ ル ス , 黒雲 母 ホ ルン ジフ エル スズ な ど を 生じ て いる 。 観 笠 
出 の 東南 の 白山 に は , “ho 第 2 図 (1) Q-KF-PLAY 47752 
接触 鉱床 を 伴い , 磁 鉄鉱 , 磁 硫 鉄 A 

REE OBEBLUGMS, 緑 
RARE DAZDNVY PETS. 


OKAD Os Ray 


3 RESSOSESHSRE る 相川 名 
: OREM 
I 容量 比 に つい て (第 1 表 ) ORAN 


a サリ ツク 鉄 物 容量 比 (O-KF- 
PL YATT ZL) ~ WEL ee 
RY) を 石英 ( 〇 ), カリ 長石 (KF), 
SRA (PL) を 頂点 と する 三角 
座標 に 投影 し た (第 2 図 )。 それ 
ら の 点 は Johannsn の 分 類 % 


(Class 2 ® order 2 BY) 1 kF * 

と , KGa (bie Aaa O FRc O: @#, KF: 7) BG, PL: AeA 
落ち , 細分 する と , RBBMOKM TRE tahoe iss 4 図 と 同じ 
分 は アダ メロ 岩 に , 福川 型 は 一 箇 

が アダ メロ 岩 に 落ち る 。 相 有川 型 の TR iS 


残り お よび 東 岳 型 の 全部 が 花 向 関 
ix (Johannsen の monzo- 
tonalite) に 相当 する 。 一 部 の る も 
の は カリ 長石 , 右 英 が 少く , seye- 
nodiorite, dioriteM7 ; ルド 


1) 測定 は Chayes に よる point 

counter を 用 い , 縦 0.3mm, 横 
0.25mm の 間隔 に 移動 し , 1800 
~2000 MERA Ro 上 の 様 に 
し て 求め た 容積 比 よ り 重 量 比 を 
計算 し た 。 
Chayes, F.; A simple point 
counter for thin section 
analysis. Am. Min., Vol. 34. 
I~11, 1949. 

2) Johannsen,A.;Petrography 
Mole Vol. OTT, 2982; 
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LR PRR FRO Bi CE A es 

No. a # | カリ 長石 en | oon | Mee | Wea | 其他 Sy yo 57“ 

18 |/18.6 | 27.7 | 38.9 0 $2 74>) ES pats 

19| 16.7: | 29.8 -|_403 09 | - 54 | S6h 23 ees oN toe 

201 16.3-3, 31.5% |-1a74- | 860, SS 8 

15| 22.9 | 23.4 | 43.8 DCN 27 Osea ty oe Og 9.9 

{4| 16.7 | 230-414 Ca 88 a 28 be S IN SO re 

1 161 12910, 17 4270 8.7 | 5.9 | — | 5.1] 80.3 | 19.7 

ileal 19.0 A8.5 2.3 |. 7.5 a2 ES CN LA 

0 C0 1449 9.0 "59 beets a en 7 

Wut 4:52 92,90 AS s8 87 | » 9.21 0.6 )2.0,8.| ON 

12) 15.9: | 23.2 cons 59 3526 | 24) 27) 8140) 186 

16|/ “79.1 1 22.9 | S79 954) 7.6 4) EO 

ER O07. | t4a9 5.1 BS SS) Sd Bio SL | 

6290.7 | 17s 1 483 4.7 66> f= Sea aoa GS 2 

2) 12.0 OS: 1959.3 1819-6. |p Wier ND I DS 

Sale (8:0 TG 167 G9) 17 ZS RS | 27-5 |e 

A AGS er t5. 6) hCAT 0 PC OS SO Ole ee 

5) 1644 17.9 | 480 8.7 67 | — | 23) 823°) 17.7 

7| 17.9 | 18.0 | 52.7 5.2 4g. 2) | SASSO etd 

17 BVO) F948) ak NE Oras > NE sa 

21! 14.7 | 124 | 54.4 7.8 73 | OF), ZO sts) isos 

TCS SDM ND DBD WS | AS 

1 ors 3.7 | 569 ) 129 | 119 | 4.7) 4.1] 66.4 | 33.6 | gp 

Vl 06 7A 59.0 #0) | 12:4) 16:6 1,-3.3 = 66.7. 2 

1”, 26 69 | 57.3 7:5 | VO HO heey 66. Seca oes 

AB) rad 72 | 60.2 177.5 LOB Oar tea ore ae 

44| 8 oi |< 64c1 || 49. G2) IOS | SEEN 272 る 

AON 39.9 | 865.) 284 0.7 9.1 je ae oz 2.8 fa 
| ft 


SOM, ON SIMARM SE LUM AUR CHS. BARI BIDE Alc HY 
する 。 

b カリ 長石 量 等 値 線 図 (第 3 図 ) カリ 長石 の 岩 体 内 に お ける 量 の 変化 を な る た 
め に , カリ 長石 の 量 の 等 し い 点 を 4% 間 隔 に 結び 等 値 線 図 を 作 つ た 。 そ の 結果 」 束 移 
附近 お よび 相川 附近 が 高い 値 を 示し , それ ら の 中 間 で は , 等 値 線 は ほ ゞ 東西 方 向 に 平 
TERS 

c 構成 鉄 物 の 容量 化 (MP-PL-Q+KF ダイ アグ ラム ) (第 4 図 ) Gti se 
線 的 で , 有色 鉱物 の 量 の 増減 に 対応 し て 和 舗 長 石 も 増減 し て いる 。 な は ほ 暗色 包 可 物 は 
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加 森 型 に 近い 位置 に 投影 され る 。 


この 様 な 容量 比 , 産 状 , お よび 岩石 の 頭 微 鏡 的 観 宗 (後述 ) 


な どか ら , 束 稲 岩 体 


は , 束 衛 型 , 相川 型 , 東 岳 型 お よび 黒森 型 の 各 岩 型 に 細分 され る 。 さ ら に 各 岩 型 内 で 


も , POMBE A CAS ARMOR, Ate FICS > BEMALHNS 大 平山 , KH 


附近 に は 人 花 周 斑 岩 を 産 す る 。 
Il =REMORBEN AS 
a. RAMEE BE ARE L 
BEC, 7H 2 UBL (EES 
BACH 4S. AaRA, カリ 長石 , 
Be, 黒雲 母 , ANAK LUG 
を 皇 成分 と し , BERK, VACA, 
HAtEMorstSo SRA 
SCRA CAR IERE L <, 
カリ 長石 と 接する 部 分 に は , BY 
AMD vim BHA, の tI 
ALA-BHATY, 中 心 部 の も の 
に や ・ ゝ 広く 発達 する 。 カ リ 長 石 は 
RAO ¢LEwD, 
で , 細長 い草 長石 の すじ は ほ ゞ ソー 
定 の 方 向 ((010) SSBaRRIC 直交 〕 
に 並ん で いる が , ARIZ SOB 
ある 。 
FRIED CULE Sf, BLE 


a Xi 


perthite 質 


(2) MF-PL-Q+KF ¥4 77352 


O RB rH 
D iia 
る RMB 
の Fie Bie 


Mr 


MF : fafa + Bee + A + HOT 


IPB, 


: SRA 


O+KF : 石英 + カリ 長石 


< graphic な intergrowth を し て いる 。 ALAMO MHESE LOD 


ある が , 一 方 だ け の も の , また 全然 含ま な いも の も ある 。 尊 通 輝 石 は 自 


第 5 図 


PRO EL GRAAL HO AE & eR DO FEAE 


Au: 立 運 輝石 , 
第 6 図 HMiMhowweia, 黒雲 


tly: Sani, B: RSet 


BEL BEGK GA 


の 共生 


(平行 に 排列 し た チタ ン 磁 鉄鉱 を 含む ) 


P: lA, B: 黒雲 母 , 


A: KA 


区 に 近い も の 
も まれ に み ら れ る が , BBN 
半 自 形 な いし 他 形 で ある 。 小片 
状 の 黒雲 母 お よび 磁 鉄 鉱 を 周囲 
に 伴う か , ENGEL, 周縁 
に は 淡 緑 色 の 角 図 石 を 生じ て い 
る も の が 多い 。 逆 に 角 図 石 の 内 
部 に 僅か に 普通 煙 石 が 残存 し て 
いる よう な も の も み ら れ る 。 K 
REE ARE BCE NOE 
れる 場合 が 多く (第 5 図 ), 他 
FE CHILD Wo SRRREEAIC O f5 
関 石 の rim を も つも の が ある 。 
黒雲 母 は 片 状 福 色 で , BEKO 
も の も ある 。 と くに 周辺 部 に は 
微細 な 片 状 緒 醒 が 集合 し て いる 


36 SA DUR SRG 
第 2 
m a ay (> Re Hie ee 
(AES) 色 指 数 maps 
a marae { nl An% ap y 
x mw n,=1.543 a 28 y=1.648 
中 心 部 (18) 17 
; | pn ,’= 1.552 46 X : 淡 福 
(772 a) | {ny=1.587 | 43 Z : A 
相川 HL (9) n,=1.544 32 y =1.957 
#2 No in ah o54 50 (X : YES 
中 心 部 (n= 58 48 \Z : 3B 
(16 fred DSi 2) 
東 fz # (3) n,=1.542 28 y=1.644 
38 ‘ 
jnyj=1.549 42 ioe Ha 
(ft DS ie ) (n9’=1,558 46 > ie 
x oe # (7) n,=1.543 30 y=1 652 
ads 
jny/=1.549 42 (X > USE 
(16 i BS ia) ny’ =1.556 43 Z : Ye 
Hi ge. (1) n,=1.548 38 y=1.661 
50 
set 中 (X : 帯 淡 福 
(BRAK) ny’ =1.559 49 | 1Z : Be 
A fe 型 n,=1.544 32 | y=1.656 
層 : % (n,/=1.554 (X : YRS 
A ww jane 1 559 2 {7 i % 
ie eM 43) n,=1.544 32 y=1.657 
40 
R fe 型 /X : Ve 
a ae n,/=1.557 I 
も の が 多い 。 祭 長石 は 一 部 絹 圭 母 化 し て いる が , その ほか 方 解 石 , 緑 筑 石 な どの 三次 


的 変質 鉱物 を 令 む も の も み ら れ る 。 


b. 相川 型 


で ある が , 
falta DO & 
Ab6NBo 

c. FRAY 


は や 


優 自 質 中 粒 な いし 細 粒 で , 相川 型 


中 に は 細 粒 黒雲 


NOT, TEMPE OTE SHOT 


RAG ELVC EEN CO > HAA PAC, (EMA aE CHA. RaSh 
TA ci— CG, SR, 7 RD RAPER EHOW Bo BEHE D UE SARE 
i チタ CR ee (第 6 図 )5 
母 と 密接 に 伴 つ て いる も の る も 
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表 
HS OG aS 方 輝石 fA WA aed os 
al 
n : HI AK 3 
marae, pt 8 2V(+) He y | 多 色 性 
njon(110) =1.691 | R wR GK 
n,on(110) =1’706 y=1.711 X: yes | Be OE 
* B=1.704 2 : aoe i @ 
2V(+)=56 MgssFes, 
CassMg,, Fe,s 
n,on(110)}=1.701 ale Re Bk 
oe ae ae tee ee OK a 
oe en Lin is OR as 
2V(-=-) =54° 4 ae 
CassMgss Fe, 
DE 和 無 axe ifs Y a 
on ee eee 
: BE 
fe i Gee 
n,on(110) =1.694 y=1.714 Ge 
non(110) = 1.709 Sere: gen: 
@=1-706 2V =60(—) {2 : Be 
2V (+) =52° ae 
Cay Mg yy Feso Mg6iF ego 
n,on(110) =1.693 | We wk GR 
n,on(110) =1.709 — Oo OR 石 
B=1.699 oes 
2V(+)=52° ies a 
Cay.Mg35F eo, | ais 
n,on(110) = 1.686 | | me oe’ gk 
n,on(110)=1.702 po 4 
B=1.696 hn: | 
2V(+)=56° | | 
CajeMgss es | 


いる 。 鈴 長石 と カリ 長石 が 接する 部 分 に は , BRAD rim の ほか に , こま か い 石 英 
と 徐 長 石 か ら な る ミル メカ イト 質 の rim を 作 つ て いる 。 一 部 微 余 長石 を 含ん で いる 
が , 大 部 分 は perthite 質 な カリ 長石 で ある 。 MHteiny, 角 図 石 は 自 形 な いし 
半 自 形 で 黒雲 母 を 包 裏 し , また は 伴 つ て いる 。 

d. HA! 細 粒 や > 優 黒 質 の 石英 岡 緑 岩 で , 成分 鉱物 は 同一 で ある 。 SRADBK 
MOC, ご く 少 量 の カリ 長石 , 石英 が 間 を 塩 め て いる 。 普通 輝石 は 角 関 石 , 黒雲 母 に 
と りか こま れる 。 RRMA AO rim を 持つ も の , 半 自 形 の 結 品 の も の , そ 
の ほか 小粒 状 で 散在 する も の な ど が ある 。 役 粒 の 磁 鉄 鉄 は 量 が 多く , EO AMICE 
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信 汰 に 含ま れ て いる 。 こ の 岩 型 に 類似 し た 岩 質 の も の は , 観音 山北 側 に も 存在 する 。 
Ill, ZOWO#HBOMM a, 束 稲 山 項 接触 部 の 岩 右 基 性 火山 岩 源 の ホル ン フ ェ 
VARS EBODREAEHOTOSR, BEOMDEURERA AR HA, 昧 雲母 の 
granoblastic な 集合 で , SR AHL DAMIR, 不 規則 な 外形 を 示し て いる 。 
SERS IVY 7x VAAN SARBED DOC, また 一 部 に 坦 線 石 お よび 
電気 右 を 生じ て いる 。 こ の ホル ン フ ェ ル ス と 束 秀 型 の 周辺 相 と の 間 に は , SER TRLO 
HAE OH BEETS “nite MS, 斜 方 の 両 煙 石 , 角 関 石 , 黒雲 母 お よび 
小粒 状 の カリ 長石 , 石英 , 斜 長石 か ちら なり, graphic な intergrowth を し て いる 。 
黒雲 青 は deccusate 集合 を し で 存在 し , また 一 部 ophitic texture} AT RAIA L 
鈴 長 石 の 集合 体 が 挿 獲 され て いる 。 こ の よう な 夷 状 岩 は 束 衛 型 の 周辺 相 に 移 過 する 。 
b. 吐 色 包 裏 物 量 は 比較 的 少 い が が, この 岩 体 は 暗色 包 裏 物 を 各所 に 含ん で い So 

これ ら は お ゝ むね ね 円形 また は 卵 形 を し て いる 。 

1. YFeUBACSENSZ OOo MACRO PMREEBL, 図 緑 岩 質 な いし モン 
=HE BEER SRABLUSEOVI RA, 右 英 を 含み , ERMBAESATC 
いる 。 SRACHBRD OWL, 周囲 の 岩石 中 の も の と 差異 が な い が , Aaa AS 
YER Ch ., 黒雲 母 , ROMEO ERE BEL Cr S0 カリ 長 右 は 少量 含ま れ , 
perthite BC, 余 長 石 と 接する 部 分 に は , 狭い 草 長 石 の rim 示 認め ちら れる 。 普通 
TRALEE CHAM, 一 部 は 大 き な 結 唱 を な し て いる 。 RRR AIIB AER CE 
は 少く , 一 部 は 税 通 輝 石 の 内 部 に 含ま れ て いる 。 黒 雲母 は 淡 福 色 , DAK CH So 


2 花 賠 関 緑 岩 中 の も の 。 細 粒 で 半 自 形 等 粒 , 図 緑 岩 質 石 理 を 示し . SAR 
構造 お よび tim を 有 有 し ,・ カリ 長石 , GRECSE CHEE, perthite 質 で ある 。 
角 図 石 は 桂 状 他 形 緑色 で , 黒雲 王 と 密接 に 伴 つ て 産 す る 。 

これ ら の 包 裏 物 は 共に 周 囲 の 岩石 と 類似 し , と くに その 容量 比 は 石英 困 緑 岩 損 で , 
黒森 型 に 近い 値 を 示し て いる 。 

c. BAAR A 淡紅 色 の 脈 状 を な す 岩 石 が 東和 型 に 含ま れる が , “NUS 
カリ 長石 を 主 と し , RES, AMBEDESA COS. SRAREABT tim $4 
し , カリ 長石 は 他 形 , perthite 質 で , GRLACHEHOS. RESAKBE, 角 
図 石 は 淡 緑 色 で ある 。 容量 比 は 花 賠 岩 に 近い 値 を 示す 。 
成分 鉄 物 の 光学 的 性 質 は 主 岩 型 と 共に 一 括 し て 表 に 示す 。 

な お 周囲 か ら の 捕 織 岩 片 は , 束 般 山頂 接触 部 の ほか に は ほとん ど 認 め ら れ な い 。 

IV. 成分 鉄 物 の 光学 的 性 質 (第 2 表 ) a ARR) 黒森 型 以 外 の 岩 型 は ), ほろ 
等 し い 値 を 示す が , 各 資 料 に よ つ て で 多少 の 差 が 認め られ る 。 黒森 型 は それ ら に 比べ て 
塩基 性 で An360%% で ある 。 こ れ ら は すべ て 累 帯 構造 を 示し て いる が , その 成分 範囲 も 
黒森 型 以 外 の 岩 型 は ほ ゞ 等 し い 。 すべ て の 資料 に 共通 し て いる こと は , 最も る 高い An 
WPS LECH So BEG AARMONRALCMMO RAD, BRE 
の それ より は 酸性 で , 周囲 の 岩石 に 近い 値 を 示し て いる (第 3 表 )。 

b, FREER, JESTER > は 束 稲 型 の 中 心 部 は ,1.648 で ゃ や 低い 値 を 示す 六 , 他 は ほ ゞ 
1.655 前 後 で 殆 ん ど 差 が な い 。 暗色 包 裏 物 中 の も の る も 同じ 値 を 示し て いる (第 3 表 ) 
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1) WYERRIC XY BEBE CRUEL Peo 
2) WWD K b BUBB IT CBM L Peo 


eo R x 39 


c. WR, MIAN Ix (110) BEER iCOW CO n,, ny お よび BY を 求め , BL 
2v ab HessMR*) ICLOTCRGERDOK CORR, Hess OFELIA 
WLP 74 ICHAT So HAMA Y ERO CKAERORM, RACH SZ), 
£eWS LUG EAR OMX ORAS OANA LIE L CBICRT 


4. 成因 に つい て の 二 , [ORR 第 3 表 余 長 石 成分 節 囲 お よび 時 

上 fei a & BGS 6 OTE RBRICO LEE (7) 
wt 54 Tas fee eee 
Otis Sea te es 5 ae elgg RES 
本 岩 体 に つい て は , 山田 久夫 や SRE fee $ | 
に 報告 し て いる 。 山田 は ee ES) 王 三 | 
ACCA BS SRB E LOLS, HB Be SSS “oe 
HEIGL to & CCAR EBLE fei pp 
獲 結晶 と し て と りこ まれ , Bet wwe ee —_. Leet 
UG Ale BREE tO. fi) = (es | 
Bo, BHREOBAS, ome PE] SS 
fee BO ee RID REL cet cee ee 
CSo (OLS BMBEH CTE Se BAL ee. Boek 
poe ーー | 


此 と の 混成 が どの 程度 行わ れ た か は , 

その 報告 か ら は 明らか で は な い 。 この Wy LE So 43, 441 

Ce 42 は 優 自 質 岩 。 

カリ 長石 量 等 値 線 図 な ど に 示さ れる よう に , MRE L OF Mes DY BR? 

> 少く , 鉄 苦 寺 鉱物 の 量 が 多い が , この よう な 接触 部 の 範囲 は 狭い 。 ま た 中 心 部 方 向 

え の 変 化 の 様子 は , 東和 山 附近 と 黒森 附近 と で は か な り 違 つて いる 。 束 税 山頂 部 で 
ac 


上 品 し た 黒雲 母 , 角 図 石 が 集合 状 (deccusate aggregate) 産 ン で で る な どり 次 
^ 務 囲 に 混成 作用 が 認め らち られる. し か し , SRALHMBMGEL EASELS AMin 
全体 と し て , この よう な 基 性 部 は , 畑 線 岩 を 一 部 混成 し た 花 向 岩 類 の 周辺 相 と 差 

RARBWwt Bong. 

b. さら に 周辺 想 に 限ら ず , 岩 体 全体 に つい て も . 1) Bes core と margin’ 
DiC HIER sO ALL EAT REREAD NT, TERRE RL, 成分 
は core で る も 中 性 長石 で ある 。2) HAILMS, SBHOMMALSACWCSEM, これ 
ら の 分 布 は 東 稲山 頂 に 限ら れず に , 殆 ん ど 岩 体 全 体 に わた つて 分 布 し て いる . (比較 
的 多く , 1 % 以上 を 含む も の は 第 3 図 に x 印 で 未 し た )。 HERE OG 
1) 1D,n2, B EDIRC KE So 
2) Hess, H. H. ; Chemical composition and optical property of common 

clinopyroxene. Am. Min., Vol. 34, 621~626, 1949. 

3) Hess, H.H. ; Orthopyroxene of the Bushheld type, ion substitutons 
and changes in unit cell dimensions. Am. Jour. Sci. Bowen Vol. I, 
173~188, 1952. 

4) AK RAL OTE aR eRe LORE (Re), HRA, Vol.25, 
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roe 


LEAR TC, MANES, AOTELENE D7 0 REMEDY Cd SATE PO 
も る の は , WMA B KURA CHS. 輝石 を 捕獲 結晶 と 考え る こと は , この よ 
うな 事実 か ら も 困難 で ある 。 
c. 一 方 , MF-PL- 〇 ト +KF ダイ アグ ラム に 投影 し た 結果 で は , それ ら の 点 の 散布 

の 度 は や ゝ 大 きい が , 舗 長 石 の 量 の 変化 は , 石英 + カリ 長石 の 量 の 変化 に 比較 する 

と 小さ い 。 黒森 型 の 石英 関 緑 岩 と 束 船 お よび 相川 型 の アダ メロ 岩 , お よび 花 向 関 緑 岩 
は , ほ ゞ 直線 上 に 巾 を 持つ て 分 布 し , 密接 な 関係 が ある こと が 考え られ る 。 な お アダ 
メロ 岩 お よび 花 賠 較 緑 岩 中 の 嗜 色 包 裏 物 も 黒森 型 に 近い 値 を 示し て いる 。 

以上 の 事 か ら , 花 同 過 類 の 基 性 化 が , 交 緑 岩 と の 混成 作用 に よる の は 局部 的 で むし 
. ろ 黒森 型 の よう な 基 性 岩 と の 関係 が 深い も の と 考え られ る . 

Il 黒森 型 の 石英 関 緑 岩 に と つい て 。 黒 森 型 の ょ うな 石英 項 緑 岩 は , (ER 
岩 娠 の 早期 卓 出 物 の 集合 ), ある い は 基 性 周辺 相 で ある と を も 開 を られ る 。 し 
か し その 分 布 が 限ら れ , 類似 し た 岩 相 が 広く 岩 体 中 に 暗色 包 裏 物 と し て と 
りこ まれ て いる 事 , 斜 長石 の 性 質 が , 周囲 の ょ り 酸 性 の 岩 相 と 差異 が な さく, 
カリ 長 右 も 少量 含ま れる 事 , MMA OB< SAC SHe Lb, 
前 に 挙げ た 事 の 可能 性 は 少 い 思わ れる 。 ま た 黒森 型 の 石英 関 緑 岩 は 原 沢 
ORIEL OE HB PE SCPE L CED S, BMP < BOO RRIRTED 
れ な いか が か, 現在 の 位置 で , MBORIOEKIEBOBCLHREZ be”, 
むし ろ , より 深 所 で , 基 性 岩 & の 間 に 混 成 作 用 が 行わ れ , 生成 され た も の 
で ある 事 が 予想 され る 。 こ の 場合 , 花 賠 岩 導入 前 た 固 結 し て いた 関 緑 岩 折 
岩 右 を 捕 織 し , それ に 若 和 王 の 物質 が 供給 され た も の と 導 を る か , ある い は 
RIT Cag ee ee ARIEL, 十分 混成 岩 化 し た も の と 療 ふる か の 二 つ の 場合 が 
ぁ あげ られ る 。 黒 森 型 の 鉄 物 成 分 は , HARB, HUF s oO EG LAGER Te 
く , Bb Nee Bic l tv VaKBECAS, SRA EE REE 
を 示し , A-NMAN FRAKES L, GORE <, 細 幣 で を る ここ と の 
は か は , それ ら の 間 に 著 し い 違 い が 認 あめ られ な い 。 上 の よう な 点 か ら , こ 
の 黒森 型 は 捕獲 され た 若 性 岩 ( 原 岩 は 明らか で は な い が , TRE A SoBe 
Mam) の 混成 作用 が 著しく 進み , 交 石 以外 の 部 分 は 両 深 融 し , 現在 含ま 
れる 倖 長 石 お よび カリ 長石 は 周囲 の 岩 右 と 同時 期 た , 同一 条件 で AHL fe 
BO ERB SNS, RICH AIL RIDL, Fh EPARREICE HR 
際 石 お よび 黒雲 母 を 品 出し た が , それ ら に 飽和 し , HI —MRELEX 
DE ER 
Ul 岩 相 の 変化 に つい て 。 この 岩 体 は 黒森 型 の 石英 関 緑 岩 か ら , RE 
型 , 相川 型 , 東 稲 型 の 花 賠 関 緑 岩 な いし アダ メロ 岩 ま で 岩 相 が 変化 する 。 
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1) (LAG ; BiH 


2) BETES OSEMO RANCOV Cit, 加納 博 , 関 陽太 郎 は , それ に 接し て 産 す 
る 小 友 塩 基 性 岩 と の 混成 作用 と 考え て いる 。 
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黒森 型 ば つや ゆで (RE に 述べ だ 。 ABLYRBL& Q-PL-KFY 4577 FIR 
上 で は , 各 岩 型 は 狭い 幅 で 線 凸 に 分 布 し て いる 。 この よう な 岩 相 の 変化 の 
原因 と し て は , TERBROMADIELDS2bNS, LL ABRBICMOL 
た 暗 色 包 裏 物 は 各 型 に 含ま れ , ERA LBASHIC DLO CHAR EA 
で いる 。 この 交 石 の 存在 を 分 化 で 説明 する 事 は 困難 で , 黒森 型 の 生成 , 暗 
Bae? He € BRL C, 岩 具 & 基 性 岩 & の 混成 作用 に ょ る と 考え る 方 
が さり 受 当 と 思わ れる 5。 

な お ポ の 調 体 が な せ カ リ 長 大 に 富 多 で いる か と いう HECWLC, 2 
BELLCI TF 2 UBBOLOVBER SOPBYHERHNS, 

EVM TERE AREHOERKOL IICMEANS. TIX UBBRBR 
DRIES CHEL, 混成 作用 を お こない , BRN hase 5 EmNiees EC 

BA SRE, LHSKOMRMMA RE 

No. | at | カリ 長石 ates | mon eel wea stom e~, FP? | 
101 ee) Sao 42.3 13.1 Bue == ac 18.7 81.3 | 


fer SS GMA es7 181 1s] 2890 44 | S13. O87 
HOt Se SA. | BOS Oe O44 18.0 100s 28 ae (@ 
Hse tO Sh ASA S51 Oh PAB 5 Ae On| 3.00 83.3. 176.7) IN) 


LOSES 2 = 1327; 39.9 12.8 8.0} 9.5 1.9, 23.2 76.3 | 


1067} 1891+ =} 514-155] 108 | -3-8'|° = 20-7 | “708 lees 
第 5 表 
at 長 Ai = 
色 指 数 = 

A. if 率 An% 屈折 3 

Pe ae # 46 n,=1.546 34 7 =1.661 
ee n,’=1.560 49 

ren ee 2 n,=1.547 38 | 1.658 
n,’=1.563 55 


NY Bees ee ey apse PES LL Hh 7 E tid Pika 1S OW TC Ze 

され て いる 。 

ARE ; 南部 阿武 隈 高原 御 理 所 一 竹 貧 地方 産 深成岩 類 の 岩石 学 的 研究 , 一 特 

に その 成因 に つい て の 概要 , 東京 文理 大 地 鉄 教室 研究 報告 ,) 1, 32~40, 1944. 

Masao, G. ; Petrological study on the plutonic rocks of Gosaisho- 

Takanuki district, southern Abukuma plateau. Mem. Fac. Sci. 

Kyusht Imp. Univ., 1944. 

b. BARARAMWNEAKOS SHOE Rit, 酸性 物質 と 塩基 性 物質 の 混合 に よ 
DMD AROUCGHEALRILKESERMMAL TH So 

鈴木 汰 夫 : 北上 山地 南部 田町 附近 の 花 賠 隊 緑 岩 の 構造 に つい て , 地質 雑 , 38, 
1~16, 1952. 
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の 岩 相 の 変化 を 生じ , HARARE CHAMMR LE. LOMEIKB Tt, 
ESA LEAR L722, MBG RU REL, BEL DOR LT, FRESE, 
SPR & 周 線 に 生成 し た 。 

4 FERRE OUR (第 2,4 園 ) 

産 状 お よび 地質 環境 が 類似 する 事 は 前 に 述べ た が , 成分 鉄 物 る ほとん さ ど 
同一 で , at % (oma Dies 72. UB E CAE T Bo PRED DP DSECIE 
石英 の 量 が 比較 的 少く , BEY SHBHD SM, 広田 の も の は アダ メロ 
岩 質 で ある (第 4 表 )。 成分 久 物 の 光学 的 性 質 は 表 に 示す (第 5 表 ) 8 

5 細 f= 
RET F 2 Wet LIS EKMOR EMRE, BEBLU PAL 
Aidt Bon Re Kat BRR CUS, FORBO#BIt 
熟 変成 を 受け , 種 々 の ホル ン フ ェ ル ス を 生じ て いる 。 産 状 , 容量 比 お ょ びそ 
の 他 の 岩石 学 的 性 質 に も と づい て , COBAIRA, 相川 , RE, BRO 
四 つ の 岩 型 に 分 けち れる 。 な お 三 つ の 岩 型 中 に は , BROMO LES 
FEA CHORE OME SA CUS, : 主 成分 鉄 物 は ほ ゞ 同一 で , ALE 
カリ 長石 , BR, RE, 角 関 石 ) お よび 単 術 輝 石 GREER), AiR 
Ai ( 柴 遷 輝石 ) の 両方 また は 一 方 か ら な り , 副 成 分 と し て は 磁 鉄 人 鍼 を 含ん 
で いる 。 稚 長石 は 大 部 分 灰 環 長石 で , カリ 長石 は perthite 質 で ある 。 黒 
ERORA MIT (y) tk 1.645 な いし 1.680 で あぁ る 。 最 後に 成因 に つい 
Co SOBRE. LOBARCOV CRBKIWUBARK ED, TER 
ECG ¢ HERA OIL RIEL L CHEE NCS, WRITER eS 
OF VENGD Hie & MEL CAT ONK EMSS UPLEOL SRE 
DEC O YEE BS ELL RR WT /NEERE SC, 基 性 化 の 主要 な 原因 は , むし ろ ょ + 

9 深 所 で 基 性 岩 (明らか で は な い が 両 石 疾 幅 岩 の よ うな ) と の 混成 岩 化 
が 考え られ る 。 そ の よう な 作用 の 産物 と し て 黒森 型 あ る い は 嗜 色 包 裏 物 の 
よう な 石英 際 緑 質 岩 石 を 生成 し た と 思わ れる 。 こ の 場合 混成 岩 化 が 更に 進 
ATO A, HUM, HAMS 2 X35 RTO CH S92 BN, 
RBaRL LTA アダ メロ 岩 質 の も の が 考え られ る 。 

最後 に 地質 学 的 に も , 岩石 学 的 に も 共通 し て いる 折 壁 , 広田 岩 体 と の 比 
RETO, な お これ 等 三 つ の 岩 体 は 南部 北上 山地 で 東西 方 向 の 一 っ の 
線上 に 並び , 導入 時 代 も 同一 と 思わ れ , 北上 山地 深成岩 活動 に お ける 位置 
は 興味 ある 問題 で ある 。 

本 稿 を 終る に あたり , 終始 御 指 導 を 項 い た 石井 教授 , 渡辺 教授 , 信 木 教授 , THR, 
憧 田 両 助教 授 に 厚く 感謝 する 。 島田 BB, 宇 留 野 朋 仁 両 学士 に も 御 援 助 を 頂い た 。 な 


お 野外 調査 に 際 し 厚意 を 受け た 佐藤 債 。 や す の 両 氏 な ら び に 岩井 居 駅 氏 に 人 っ oe 
を 申 上 げ る 。 に: a 5 氏 な ら び に 岩井 司郎 氏 に 心から 御礼 


本 研究 の 一 部 は 文部 省 科学 研究 に よ つ て 行わ れ た も の で あ Bo 
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7712, Wenzelite と baldaufite の 
huréaulite #9O— Strunz, H. 

192542 Millbauer(x Hagendortf-Nord 
の ペグ マタ イト か ら 産 し た Ca, Mg, Fe, 
Mn の 三種 の 含水 炎 酸 塩 鉱物 に 対し 新 に 
wenzelite, baldaufite の 名 前 を 附 し た 。 
著者 は この 地方 の BABA 7T V7 4} 
を 調査 中 , Hagendorf-Nord 及び -Sud 
か ら こ れ 等 の 試料 を 得 て , XX 線 的 , 化学 
Ay, 光学 人 的 研究 の 結果 , 之 等 は いずれ も 
huréaulite (Mn, Fe);H,(PO,), -4H,O 
に 一 致し て いる こと を 見 出し た 。 特に 
Hagendori-Siid 産 の huréavlite 結 
上 唱 に た つい て 詳し い 形態 学 的 研究 を 行 つ て 
いる 。 そ の 皇 な 性 質 は 次 の 如 し 。 abic= 
1.930: 1: 1.064, B=96°46’, tHE 3.5, 
比重 3.194, @=1.652, B=1.658, y= 
1.663, 2V=85°, (Neues Jahrb. 
Monatsh, 166~177, 1954) 【〔 長 谷川 〕 
7713, BBIMEORBM priberite 
Norrish, K. 

Paes] Kimberley 地区 ORHA- 
lamproite に は 光学 的 に 金 紅 石 に よく 
似 た 鉄 物 が 常に 含ま れる 。 KE 0.05mm 
{iL D WO FAKE CSE 7 BBA BE HEL 
座 面 に 平行 こ あ り , 光学 性 は 一 軸 性 正 で 
a>2.10, BEC O<E, G=3.86, 化 
学 分 析 の 結果 は (K,Ba)y.5 (Ti, Fe)s0i6, 
REIN LDL 格子 恒 数 dy =10.11A, 
6o=2.96 の 正方 体 心 格 子 で cryptomelane 
KMn,O,, (BR) の 構造 に 似 て いる が , 
大 き な 陽 イオ ン の 欠落 が ある らし い 。 fa 
K-, Ba-priderite を 夫々 合成 し て 比較 
Lio 命名 は この 地方 の 岩 右 鉱 物 の 研究 
#% Prider, R.T. ARICERZAROOT 
HS.’ (Min. Mag., 29, 496~501, 
1951) [ 字 留 野 〕 


wa 
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7714, 238% haustite Erd, R. C., 
Foster, M. D. 

HNFIN, Eureka CountyMCopper 
King @kINcKWC, 変質 頁岩 中 に 緑色 
の 脈 状 鉱 物 が 見 出さ れ た 。 FLERE 
CARROMAtAL, トル コ 玉 と 同 
じ 粉 末 写 真 を 与え る が , 化学 分 析 の 結果 /, 
化学 式 は (Zn。.s Cug.2)O-3A1,03:2P,05 
-9H,O で トル コ 玉 の Zn 軒 換 体 と 考え らち 
れる 。 BHM 2.92, 届 折 率 は 1.613 
で ある 。 (Am. Min., 38, 964~972, 
1953) CLL. 
7715, Wisaksonite と メタ タタミ クト 含 
ウラ ント ーッ 石 の 一 牙 Hutton, C.O. 

1948 年 に セレ ベス , Pekocringan j 川 | 
の 重 砂 中 より Druif が 始め て 見 出し , そ 
DIANE OA dD bE 決定 し た 
wisaksonite' に つい て , FEC X 線 的 に 
BALK 試料 を 8609C じ に 4 時 間 加 
勢 す る と , MRE ThO。 の 癒 末 写真 が 得 
られ その 格子 恒 数 が 5.52A CHS 
い の は , Th の 一 部 を U が 置換 し た 為 で 
HSo U WEBI KOM % FEN 
る こと を 確 め た 。 こ の 結果 wisaksonite 
YURI TTPO SY DY) —VAC 
ある こと が 判明 し た の で , こ の 鉄 物 名 は 抹 
Wet CHA, (Am. Min 39, 825 
~829, 1954) CHE LL 
7716, @#BROBY Poldervaart, 


Aon Gilley eAG) Ke 

ほこ り 状 の 包 裏 物 を も つた 数 例 の AR 
石 の 観察 と 文献 に よ つ て その 成因 を 論じ 
て いる 。 23505 BU SAAR & 
けた 岩石 に 往々 見 られ る が , 必ず し も そ 
の 証拠 に は な ら な い 。 か すか な 骨 り は 鉄 
Fy DEVE C ASRS AS, 渡 い も の は 長 
BIC FREDO BOTZCE 
RDN Dw. CID Bb RA, 
KEBLE PHOARAIIR ENS. 


抄 2 oD OR 


Zito ORAM RA t 灰 長石 の 
竹 細 な 結合 体 に た なつ てい て, この 二 相 の 
境界 面 が 単 分 子 膜 に 似 た 表面 効果 を 示し , 
外 か ら の 鉄分 を 拡散 に よ つ て 取入れ た る も 
の で ある 。 BVILHOGHM Med AS 
nse) PRT ORM RAMEE CH 
SRMRAILBY の 出来 る 条件 は , 1) 適 度 
TRUM BED EFL EOP, 2) 7K OFZ, 3) 
原 岩 か ら の 鉄分 の 供給 で , 2b item 
癌 広域 変成 姓 用 当る つれ る きき 
も ある 。 RIOBVILGAREEAUEL 
た Hae MEDEA BO 鉄分 の 多い deuteric 
期 に も 生じ 易い 。(Am. Min., 39, 75~ 
91, 1954) Cee a 
7717, Iveland # euclase Strand,T. 

ノー ルウ ェ イ , Iveland の Eptevan 
に ある , ペグ マタ イト 質 の Hovason 長 
ASAIN, PEBOREREHL, これ 
は bertrandite Be,Si,O,(OH), £4 
BEICBEO CWS この 仮 像 中 に , 屈折 率 
ys 7 —1G75, 1.655 SR 1.650 
bertrandite より る も 高い 鉄 物 が 見 出さ れ 
Teo BRULAT 1 >v,2V=45° で あり 
X 線 粉末 写真 か ちら も euclase BeAlSiO, 
(OH) で ある こと が 決定 され た 。 KKM 
は 緑 杜 石 の Al2O。 を , すべ て 白雲 母 に 
変え る だ け K,0 MRBANAPD OA 
に 生じ た も の で ある 。 (Norsk Geol.,31, 
1~5, 1953) CRELL 
7718, Cornwall OMAGH 
Midgley, H. G. 

Cornwall )i Lizard の Kennack & 


Owe RCE Pic 6\7cm の 垂直 な 白い 脈 


が ある 。 鏡 下 で は 底面 に 弟 開 の ある 六角 
板 状 の 小結 醒 の 統 密 な 集合 物 で , 滑石 を 
供 う 。 光学 的 に は 一 軸 性 負 , 8 1.545, @ 
1.555 で saponite に 一 致す る が , 化学 
分 析 の 結果 は Meg,.¢(Si,Al),O,9(OH),.g 
で あり , 更に 示 差 熱 分 析 や 粉末 写真 の 結 
困 か ら も むし ろ chrysotile や antigorite 


に 近い 。 単 倫 品 系 で 格子 恒 数 は do5.29A, 
699.18, co7.49, B 9°14, G 2.56 Ze RR 
Hex C2/m, Cm, C,, OWFHNMDCHSo 
Kaolinite と 同じ 構造 を 持つ antigorite 
の 一 変種 で , MEOROBMc kot 


, 学 的 性 質 が ち が つ た の だ ろう 3。 (Min. 


Mag., 29, 526~530,1951) (233) 
7719, SMB Y BEL ELF 
Y#64 Harris, P.G., Brindley, G.W. 

AuyY ph yy*, Arran i), Lomor yz 
FM IC SIRE RS, BRAG AIE 
青 岩 を 研究 中 に , WARK kD Be 
DOLE URE ORBEMWE & 見 出し 
Ko CNEL OBRHES, 化学 分 
Tt, ※ 線 粉 末 写 真 等 で 調べ た 所 , FHLK 
FNCU 7S & ENF VHA CHORS, HK 
噴出 物 の 変質 過程 で は , RRR ASP ABD 
EKA ZCHS_ (Am. Min 39, 
819~824, 1954) CELL 


OO 


BOSRUK WS 


7720, Kenya, Ruri 高原 の アル カリ 
関 長 岩 Pultrey, W. 

Kenya 西部 の Ruri BRK CER 
状 叉 は 小 プ ラッ ク 状 に BET AT VAY BY 
長 岩 に 就 て 記載 し た も の で , その 産 状 と 
岩石 学 的 性 質 , 成因 を 詳し く 論 じ て い る 。 
長石 を 包囲 する 角 了 関 石 , 交 石 中 に ポイ キ 
リ テ ッ ク に 包ま れる 霞 石 , 雷 石 結晶 間 を 
KAT SERBIA MID TRS 
観察 か ら 唱 出 順序 を 次 の 如く 考え て い 
So SRANESE ic KC nepheline- 
orthoclase-sphene-acgirine -diopside, 


aegirine, vesuvianite-(biotite)-calcite- 
cancrinite, analcime-needly aegirine- 
zeolites。 霞 石 を 含ま PEE Cliapatite 
-orthoclase-aegirine-diopside-calcite, 


analcime-needly aegirine-zeolites, 


RENCE CLR AOR ADS 炭酸 塩 品類 
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H&S REEVE Afi bn ct BAY 
EU, ZOROERARBHRT, Y-VE 
長 右 , ア ノル ソ ク レ ー ス 等 を 生じ な か つた 

も の と 推論 し て いる 。 ERA BATS 
DRIES RBA LOCRER ANKE 
APO, ABA LS PARADE 
代 等 現在 現われ て いる 諸 性 損 は 基 の 後に 
お きき な ね われ た 次 代 作 用 だ よ まつ で 生じ な だ た 別 
の も の で ある 。 (Geol. Mag., 91, 209~ 
DAO 94) [植田 〕 
7721, ARviest, ZAKBhOREB 
Al BAKA DORR Ross, C. S., 
Boster, M.D: Moyers Av i. 

MUR GI BATE IF 2—-VKR OBRM 
を 含ん だ 玄武 岩 は 世界 中 に 広く 産 記 , 特 
RAY CBRACH S56 COS Fa —v 
は 鉱物 成分 も , (CAMS ¥ v BAC 


良く 類似 し て いる 。 ダン 横 枢 岩 が や は り 


広く 各地 に 分 布 す る こと は 知ら れ て いる 
EG EO “JF a IV 
RAZ, BLU VY MEBOFMOE 
状 が 示さ れ , AHKEOPORMO(LS 
分 析 , 分 光 分 析 の 多く の 結果 が 挙げ られ 
て いる 。 次 いで , 多く の 人 に より 実験 的 
に , $B bene y v Mie 
BORK, Blb on Bagko Keiee 2D 
質 の 貫入 体 で ある こと , その 導入 が 造山 
運動 に よる こと , COMM, Mies 
層 か ら 直 接 で ある と する も の と , “EH 
興 の 分 化物 で ある と の 二 つ の 説 が ある こ 
EE Ao Fin EE 
包 裏 物 は , 汎 世 界 的 に た 産 し , ee AS BBE 
A Bea, 70-AewA, 7u- 
ム 和 作品 石 の 四 つ の 同じ 成分 を も ち (RES 
の 成分 は 異 つ て いる に も か か わら ず ), 偏 
大 を 受け た 様 な 組織 を 持つ こと な どか ら 
玄武 岩 の 分 化物 と 考え る こと は 難し く ), 

Ty RRS, 7 Pa Vi ae Msc 
BE Ba ben CT 来 た も の で あろ う 
と 結論 し て いる 。 最後 に 基 の 可能 性 (iH 


構 岩 層 の 深 さ の 問題 ) を 最近 の 地球 物理 
学 的 研究 か ら 論 じ , FBS BO Sk 
REEBOK DT ZO, こ 
の 研究 が 地球 科学 の より 広い A BR 
WOE RA COS (Am. MER 39; 
693~737, 1954) [島津 
7722, Rhum 島 に 於 ける ラノ フ ア 
4V—t£EKBLOMR Black, G. P. 

Rhum &, Orval に お ける 玄武 岩 (第 
Stl) “77 IZT 4 NR 
され 接触 変質 を 受け て いる 一 この 事実 は 
Rhum 079 77 4 *-PB=MBAS 
体 と され た 重要 な 資料 と な つて いる 一 と 
言う Harker (1908), Bailey(1944) の 
論 六 に 対す る 反論 で ある 。 著者 は グラ ノ 
ファ アァ イ マー と 去 武 岩 の 接 触 部 を 詳細 に 検 
NUE, 玄武 岩 は 全く 接触 変質 を 受 
け て いな いこ と , 石英 の xenocryst を 
有 し て いる こと , BBOBS RACE 
EE TT CAE 
chilled mann の 上 SR 
武 岩 と の 接触 部 附近 で BUH ATES Sm 
と 一 去 武 岩 に お お われ る 以前 に 地 夫 に で 
Coriktme— “‘xenolith’”’ #4 
ぐ 欠 く こ と , EOMOARKRDOS NKR 
これ に より 著者 は , KRHA IT 
77 AX —-Ofephi hic 不 整 合 に お お つ 
た と 結論 し て いる 。 (Geol. Mag., 89, 
106~114, 1952) [宮城 ) 
7723, Rhum 島 西 方 地域 の 酸性 岩 
Black, G.P. 

Scotland 9 pa#t,Skye, Mull に 並ん 
だ 小島 Rhum の 西方 地域 を し め る 酸性 
ta (FFI7 TAX) vagese Torri- 
donian 砂岩 .( 新 原生 代 ) RUKH 
fe (B=) EWSAA=aMBABALL 
で 有名 で あつ た 9 し か る に 著者 ば さき の ググ 
ラノ フ ア イ ヤー は Torridonian 砂岩 と 
AVEO Kk pie ORME IC 見 られ る よう 
な いか な る 現象 も 見 当ら ず , WEBER 


\ 
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LC ZEON BES OD “zone” 
に 分 け , 野外 に お ける 観察 , Beg k 
つて 見 られ る 岩 石 の 変成 過程 , さら に 化 
学 分 析 の 結果 な どの 資料 を あげ , KOE 
うな 結論 を 導 に て いる 9 グラ フラ スズ フ ア テイマ 
ー は TorridonianApeiz eb UCAE 
成 作 用 に より Al,Os, Na,O, FeO, CaO, 
K,0O (Ti0,, MnO, P,O, 4 AH) 2% EO 
物質 が 供給 され て 生じ た も の で ある 。 ZB 
成 作 用 の 時 期 及び 原 岩 石 に つい て は ふれ 
ER (Geol. Mag., 91, 257~272, 
1954) [宮城 ) 
7724, tees l COMIC 
Reynolds, D.L. 
流動 化 作 用 (fluidization) は 混成 作 
i 及び 化学 反応 を 促進 する た め に , ガス 
を 細 粒 園 相 粒 子 層 を 通過 させ る 生業 的 過 
程 で ある 。 ガ ス 流 が ある 特別 な 速度 に な 
る と その 層 は 膨 肛 し , 個々 の 粒子 は 自由 
に 運動 する 様 に な る 。 ガス 流 の 速度 が 増 
大 する に 従 つ て 気泡 相 が 形成 せら れ , そ 
の 気泡 は 粒子 が 激しく 運動 させ られ て い 
SICK BL CLANK SZ. その 
eit [AREER TOSI ERGO 
ガス 流 の 速度 が 連続 的 に 増加 すれ ば 益々 
ガス は 懸 泡 し た 固 相 を 含む 気泡 と し て 流 
動 す る 。 遂に 固体 粒子 が 全く 気泡 に 乗せ 
られ , ガス に 依 つ て 運搬 され る 様 に な る 。 
流動 化 が 工業 的 に 重要 に な つた 結果 , 
流動 化 に つい て の 実験 的 デー タ が ガス ー 
固 相 系 の 性 質 を 知る に 役立つ 様 に な つた 。 
これ ら に 関連 し て 流動 化 が 重要 な 地質 学 
的 応用 性 を も つ 様 に みえ る 。 流動 化 の 実 
例 は 次 の 如く で ある 。 火山 現象 と し て , 
ヴェ ス ビ アス の 噴 騰 す る ガス 相 , Ten- 
thousand Smokes の 例 の 様 な 凝灰岩 流 , 
ignimbrite が ある 。 混合 過程 (mixing) 
と し て は 例え ば Katmai 及 び Montserrat 
の 如く , DDK OAR (discordant) 
と 直線 的 な 変化 図 (straightline vari- 


ation diagram) に より 特徴 づ けら れる 岩 
石 系 の 進化 が 関係 する 。 買 入 過 程 と し て は 
New Haven ft ROMMUBRE ta <R 
Le zk, Sudbury breccias, Swabian 
火山 の パイ ィ イプ 状 杉 灰 岩 , BORER 
AC KUBBRABONAM, Vredefort 
WHORLRABRA RBA, 
Sheve Gullion DA AXRAUHS0 責 
人 入 流 動 系 の 地質 学 的 実例 は 非 拡張 型 の 編 
状 脈 , 砂 吹き で 丸 味 を も つた 様 な breccias 
機械 的 な 混成 物 (mechanical hybrids) 
で 特徴 づけ られ る 。 Daly が 花 賠 岩 の 深 
成 岩 体 が magmatic stoping に よ つ て そ 
Ofer FOAERD 結論 を 出し た 証拠 
を 検討 し , それ が 疾 融 体 に よる stoping 
£Y%, SOL DEMEL 7 ARR AIC 
る stoping L-&THZIEPHMOS FE 
me ORR Ek C AbNSZROBARE 
は magmatic stoping の 仕方 と は 一 致 せ 
ず すず, 流動 化し た 琶 岩 と し て つく られ る な 
ら ば その 事実 は 容易 に 説明 する こと が で 
きる eo (Am), oun S22 ST CA 
1954) (TH 
7725, North Berkeley Hills OH 
Baa Brothers, R.N. 

従来 カリ ホル = マヤ 州 Coast Ranges に 
VLEET Ai a SO PEM SS OD 地質 学者 
NERY SH CH North Berkeley 
Hills (USER AH BO BHO 岩山 が 散 
在 す る 。 地表 地 BERR San Pablo 
Water トッ ネル の 地質 断面 か ら AI 
上 部 ジミ エラ 紀 の Iranciscan-Knoxville 
Group 中 の 断層 帯 に 沼 つ て 貫入 し た 貴 統 
wa belt 中 の 構造 的 包含 体 (tectonic 
inclusion) で ある 。 本 片岩 に 傘 つ て ェ エク 
ロジ マヤ マイト, 本 格 石 角 関 岩 , 緑 角 石 一 角 困 
Ae, EBRKEOURGRRA-RE 
RE MVE TER HSo WETS CLE 
図 石 に よる 初期 の 交代 作用 を 示し て いる 。 
LEE BAO ERD ROO 記載 及 岩 石 分 


i> 
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FA (更に 8 群 に 分 け , HMMA R C136 
の 場合 が 挙げ られ る ) が な され て いる 。 

HU a ORERCEILVER L BRB ORS 
aeVEF & DEIR Sa BWarvd 明か で な 
い が , THAILASH RAL LC ORERCS 
DENCEAEOTC, BICRRATCHSE TW 
Teo BEB EOXEAR その 後期 の 変 代 作 朋 
は 近接 する Franciscan Knoxville の 
沈 積 岩 中 に 少量 の 藍 図 石 を 生成 させ た 。 

源 岩 か ら 上 記 種 々 な 藍 因 石 組 合せ が 形成 
され る の は 同じ 範囲 の 物理 的 条件 下 に 色 
々 な pore-solution の 成分 に よる 低下 談 
REMI LAL BA SN4SoO (Am. Jour. 
Sci., 252, 614~626, 1954) (+78) 
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7726, British Columbia hi] Salmo 
の Jerseys - FEShFER Whishaw,O.G. 

本 鉄山 附近 は late Precambrian か 
ら Ordovician に 至る 堆積 岩 を 基 毅 と し 
N-S 方 向 の 背 ・ 向 斜 軸 が ある 。 これ を 
Jura 紀 の 炎 山 岩 が 被覆 し , Cretaceous 
Dita Dae AAT So BHO 
床 が 存在 する が , 鉛 一 亜鉛 鉱床 は Camb- 
Tian 下部 の 石灰 岩 中 の 変 代 鉱床 と し て 
TET Bo 石灰 岩 は 大 理 右 と な り , EB 
粘 王 岩 は 多く の 黒雲 母 を 含む 。 BRL 
Ke ZeEMO RAILS NBA HY, 
Sh Pampicadh bl, BARRIO @M trough 
及び limb (cRMATA, 一 般 に tactite 
に 変化 し , 一 部 skarn を 生 ず 。 GK 
FNS AEM UBARC, " 脈 石 と し て 
自 雲 石 , 方 解 石 そ の 他 を 有する 。 この 他 
icf ¢ Alki & ORME tactite HK 
床 か ら タ ング ステ ン 鉄 を 出す 。 この 場合 
一 般 に 鉱 化 作 用 は 花岡 岩 と 関係 ず け て 者 
えら れ て 居る が , 銚 床 生成 は 花 賠 岩 と の 接 
近 性 と は 無関係 で ある 。 BAVA DS 
る の は 花 賠 岩 の 熱 に より ; 又 skarn は 花 


Ria Ob OVI KS し か し 鉄 石 に 変 
成 作用 の な い 事 か ら skarn ょ り 後 の 様 
に 見 える 。 TMB RUAKEO EMO 
質 粘 土 岩 中 の Zn は , 花 賠 岩 で は 10p.p.m: 
を 超え る 事 な く , 後者 で は 100p.p.m. を 
超え る 。 地 質 粘 士 岩 中 の Zn UHL A. 
様 外部 か ら 導 入 さ れ た か , 又は 元々 の 成 
分 で あつ た か が 問題 と な る が , 外部 か ら 
導入 され た と は 老 え に くい 。 UU AER 
岩 中 の 一 成分 で あつ て , 、 鉄 床 は 水 そ の 他 
に より 濃縮 され て 生じ た と 療 える の が 適 
当る oo Ce E49 SZ 
529, 1954) [鈴木 ] 
7727, Witwatersrand 全 ウ ラニ ュ 
= A G8 Ds) Miholic, S. 

Fie JEVZ RIA SC OBGERICIE 従来 
か ら placer deposit と hydrothermal 
deposit の 両 成 因 説 が あつ た 。 し か し そ 
の 申 か ら ウ ラニ ユー ム が 発見 され て か ら 
flee OS — SHEL TY, し か も それ に は 
hydrothermal origin と は 考え に くい 
carbon の 存在 と 密接 に 関係 する 。 Thu- 
cholite の 如 き ウ ラニ ユー ム 鉄 物 中 の 忘 質 
物 に 対し て は , W. Vernadsky は ウラ 
= ユー ム の ぐ 線 に よる 気体 炭化 水素 の 重 
合 に よる と 老 え , 他 の 人 に より 実験 的 に 
も 示さ れ た 。 実際 本 鉱床 或いは 他 の 鉱床 
で methane の 存在 が 確 め られ , それ を 
鉄 床 の 上 部 の 石灰 或いは 石野 片岩 等 に 関 
Wisi te 筆者 は Jugoslavia COME 
か ら , ある 時 代 の 堆積 岩 か ら 出る 水 は 
radioactivity を 増す 事 を 見 つけ , ウラ 
= ユー ム の 座 気 性 微生物 に よる 生物 的 著 
積 を 考え た 。 か く て 二 鉱 床 で は 春 岩 は 海 
EHR Ch), その 中 に 有機 物 を 含む 
ツラ ニュ ユー ム が 著 積 され た 。 BPC 
鉄鉱 を 伴う が , これ は PH e AT 5 
これ 等 は 急 周 に 治 う 硫化 水素 を 人 各 む 水中 
で 生成 され た で あろ う 。 EHICHATS 
事実 は 現在 の 海底 で 示さ れる 。 金 に 就 い 
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て は その 後 の イ オン ROBE SE BIKO 
通過 が あり , その 際 有 機 物 に より 選 元 さ 
れ て 生じ た 。 有機 物 は 自然 に 炭化 過程 を 
経て 炭化 水素 を 生じ た 。 (Econ. Geol., 
49, 537~540, 1954) [鈴木 〕 
_ 7728, Montana, Dillon pAsr ets 
ROSRKROR A Ford, R.B. 
当地 域 の 地質 は 前 カン ブリ マ 紀 Cherry 
Creek 系 (AiG, FASE SSA HR 
ma Aiea, Ei Bea) &, on 
DREACAT SIA), WEBI E D 
な り 鉄 床 は 前 記 片 麻 岩 類 , ERB, 
AT ZIAD SOW, Were, BUR 
構造 に 支配 され る 不 規則 塊状 , 脈 状 , BK 
染 状 鉄 床 で ある 。 AGRO we 因 に 関し 
Winchell (1910) は ペグ マタ イト に 由来 
する と 述べ て いる が 著者 は 1) 黒 鈴 脈 が ペ 
グマ タイ ト を 切り その 縁 部 に 粒 化 作用 が 
認め られ 2) ペ マグ マタ イト 中 の 黒鉛 脈 に は 
FREAD} DERMIS SF 随伴 脈 石 も 観 
人 察 さ れ な い 事 か ら 黒 鉛 の 鉱 化 作 用 は Am 
Fak ARS OBR DNA T ZI 4 > 
と は 直接 の 成因 関係 は 無く , 更に 黒鉛 脈 
OZER, 橋 状 構造 , 皮 項 状 生 成 物 等 の 
観察 結果 か ら 本 鉄 床 を 洲 熱 水性 起源 の も 
の と 認め , こ れ ら 黒鉛 は 変成 作用 に 依る 炭 
素 の 濃 集 , 又は ガス 放散 作用 に 依る 過 素 , 
炭化 水素 等 の 集中 に 基 因 し て 生成 され た 
LMC TS. (Econ. Geol., 49, 31 
~A43, 1954) CBATEB ae) 
7729, Gaspe Si WIZ PItS BO 
WF Bell, A. M., Scott, FJ. 
AGKRIS Gaspe 石灰 岩 (中 ・ 下 部 デ 
ボン 紀 ) OME LUO ARORA 
帯 中 に 肥 胎 する 接触 変 代 鉄 膝 で , その 北 
方 に は 鉱 化 作 用 , 母 岩 の 変質 を も た らし 
た と 思わ れる 花岡 岩 々 株 が 分 布 す る 。 皇 
な 鉱 右 鉱物 は 黄銅 鉄 , 磁 硫 鉄鉱 で 鉄 床 は 
次 の 3 種 に 区 分 され る 。 AGKRAE : 上 部 
ECB, その 生 岩 は 黒色 石灰 質 座 泥岩 


2 BE ICA LI} O, 層 厚 500 
BRo BSKPRte : PER BICIe, aD 
BAKE BEK AHA ec, JB 
HB 1200, CoRR : Tale PIC 
aL, BABE Db aR SR eae 
変質 , fale 110 Ro 

以上 3 HORUS, Bes, SLR AbalC 
就 い て 化学 分 析 を 試み 次 の よう な 結果 を 
得 て い る 。 即ち 各 帯 に 於 て SiO。, CaO 
の 増減 が 特徴 的 で 変質 作用 に 比例 し て 前 
者 は 増加 , 後者 は 減少 , KM MgO は 減少 , 
Al。O0。 は 増加 の 信 向 を 示す 。 一 般 に CaO 
Ow RUE SEE (CEA DSR CT 広 郵 に 行 
DN Cr CHOBE BT GRRE 
し ろ 了 断層 , 破砕 帯 に 支配 され る 。 これ に 反 
し , 原 岩 に 多量 の CaO 〇 示 信 まれ る 場合 に 
は 東 化 作用 は 局部 に 限ら れ 鉱 床 と 密接 な 
関連 性 を 有する 。 (Econ. Geol., 49, 
516~520, 1954) 【 阿 部 雪 ) 


7730, SB owt EGsER Sullivan, 
Cae 


鉱床 中 に みな られ る sulphophile element 
及び oxyphile element 中 前 者 の 燃 責 
IN OBLIGATE PF ORME MO 共生 関係 
と 類似 する 故に , BRP ORMRERR, 
鉄 石 品位 更 に 成因 を 考え る に は SRO 
融点 は 重要 で ある 。 即 もこ の 関係 は Ah 
点 が element の 相 , 拡散 及び その element 
に 関係 する 銚 物 の 解離 の 指針 の 意味 を も 
つて 居る か ら で あ る 。 BHD > 6 BR 
よ ょ vd, (TLCd,Pb,Zn) (Sb,Ag,Au) (Ag, 
Au,Cu) (Cu d ) Pav SRL & ) Of) 等 
SUDORAR CROCE Ca, それ ぞ 
れ の 共生 関係 及び 産出 状態 を 簡単 に 記し 
て いる 。 

次 に oxyphile element に つい て , そ の 
RANLEL L CEA EEO element 
ORD LBALAORIR aL, (In, Sn, 
Bi) (U) (Mo,W) (A7 794 RKB 
する element) Sic stn nosy 


co 
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共生 に つい て 記し , 最後 に 上 記 見 解 より , 
コロ ラー ド の WU=V He, ロー デシ シネ 
‘Katanga の Cu-Co-U He, FA} 
ラリ マ の Western Macdonnell Range 
の Cu-Ni 地帯 , ミズ リー の Pb, Sudbury 
Ni-Co, アリ ソナ Ray OBE IREREOD 
BKIR E ABBCHRGRL CZ (Econ. Geol., 
49, 555~574, 1954) CAT 
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7731, 原油 , アス ファ ルト , 人 各 油 岩石 
に 伴う ウラ ニウム 及び その 他 の 諸 金 局 
BrIcksOns Ro. Myers, A.T., Horr, 
CAL 

堆積 岩 中 の 有機 物 中 に ウラ ニウム が 存 
在 し て いる こと は これ まで 多く の 研究 者 
< こ 認め られ て いた が , 大 部 分 は 堆積 療 中 
の 大 酸 塩 物 質 に 限定 され た 研究 で , J, 
天然 アス ファ ルト 及び 他 の 会 油 岩 店 中 の 
ツ ソフ = ツウ ツ ム に 関す る 容 料 は 殆ど な く , 文 
IH, AST ATT UV), Aiea 
幾 分 放射 能 の ある こと は 判 つ て いた が , 
これ ら の 物質 中 の 実際 の ウラ = ウム 含有 
B, ウラ ニウム 化合 物 の 化学 的 性 質 は FS 
ど 判 つて いな が つた 。 Bin, 天然 アス フッ 
アル ト 及 び 含 油 岩 石 か ら 抽 出し た 石油 の 
BARK 29,22,27 ヶ の 灰分 に つい て 
半 定 量 的 分 光 分 析 を 行 な つ た 所 , V, Ni, 
Cu, COR MoNRB Cr, Mn, As の 如き 
金属 が 一 様 に 存在 する こと が 判り , 一 部 
或 る 場所 で は これ ら の 金属 が 例外 的 に ア 
え ス フ アル ト 及 び 含 油 岩 右 か ら 抽出 し た 7 
DKS CH. BRL TOR, 叉 
各 試 料 の 化学 分 析 の 結果 で は 原油 の ウラ 
= ウツ 含有 豊 が 天然 アス ラ ァ アル}, S54 
BAD 5 DHOEH LY OHI Aw, 
上 述 の 78 ヶ の 全 試 料 中 の 灰分 の ウラ ニ ウ 
LEH 0.001~10% で , AIT 
SOSH Sx 100 FHhH 0.001 か ら 


32,410ppm. で あぁ る 。 灰分 中 の 金属 の あ 
る も の は metallo-organic compound 
と し て 産出 し , 石油 中 の 重い アス ラッ ァ ル 
ト 部 分 に 集中 し て いる 5。 分 析 し た 試料 中 
で 元素 が 例外 的 に 高い 集中 を 示し て いる 
の は , これ ら の 元素 が oil 生成 に 関係 の 
ある こと を 示し て お り , 含 ウツ タニ ウム アス 
ファ ルト に は 石油 の 舞 発 , 酸化 作用 , 重合 
作用 の 結果 生成 され る こと を 暗示 し て い 
る 。 今後 更に 金属 が 石油 の 特殊 部 分 に 集 
中 する も の か どう か , 右 油 中 の ウラ ニ ウ 
化合物 は どん な 化学 交 性 質 を 持つ て い 
る か を 研究 し て 行く 必要 が ある 。 EOE, 
RII F HAV LRRORA, 新 ウ ラニ ウ 
へ 鉄 床 探 査 上 の 指針 と し て 役立つ で あろ 
う (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
38, 2200~2218, 1954) (aay 


7732, KEL BRE Passega, R, 

Wee praaZKye (turbidity current) 
に 関す る 研究 が ancient sediments & 
recent sediments の 両面 か ら 行 われ て 
いる が , 今日 まで 説明 の し 難 か つ た 多く 
の 堆積 作用 が この 濁水 流 に まつ て よく 説 
明 さ れる 。 溢水 流 は 速度 が 遅く KEKE DBR 
WOO, 速度 が 速く 粘性 が 普通 の 水 程度 
DOD, 速度 が 遅く 粘土 の 懸垂 密度 の 低 
いも の 人 第, 速度 と 粘性 の 組合 せ に より 幾つ 
か の 型 に 分 けら れる 。 MBIT kL BME 
積 物 は それ が 運搬 され , 沈 積 す る 環境 に 
よ つ て 夫々 特質 を 有 し て お り , shelf 上 E 
の も の と 可動 整 (mobile belt) 中 の る の 
に 2 大 別 さ れる 。 濁水 流 は 相当 の 距離 ま 
で 多量 の 堆積 物質 を 運搬 し , 適当 な 地形 
的 軒 地 に その 懸垂 物質 を 沈 積 させ る 営 力 
を 有 し , 具 積 盆地 に 於 ける 主要 な 堆積 営 
力 で あぁ り 大 部 分 の VR Vie RHE NEE t 
く この 漁 水流 に より 運ば れ な た も の で あぁ る ろ 
Do 濁水 流 に よる 堆積 物 の ある も の は 往 
々 oil trap を 形成 し 易く , 或 る 砂岩 が 
濁水 流 に よる 堆積 物 か どう か と いう こと 
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こと で ある 。 濁水 流 に よる 堆積 物 で ある 
こと か ら 次 の 諸点 が 明か に され る 。 1) 複 
雑 な 対比 問題 の 解決 , 2) 堆積 方 向 , 3) 
permeability trap の 発見 , 4) 広域 的 
に 連続 する 堆積 想 の 明確 化 , 5) 堆積 作用 
cMIEL OBI, 8) 地 実 解明 の 次 料 提 
供 。 濁水 流 の 研究 は 今後 これ まで 未 解 決 
な 地質 学 上 の 諸 間 題 の 解決 , 新しい oil 
reservoir の 発見 等 に 大 い に 頁 献 し , 探 
BRO LW -ODHRE RAZ 

(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 38, 
1871~1887, 1954) (Ba) 
7733, Vincentown 4#O8A 25 
8 Schlanger, S.O. 

New Jersey の Coastal Plain (ge 
出し て いる 石英 質 の 有 孔 虫 , HAM RE 
多く 含む 右 灰 砂 を 主 と す る Vincentown 
JB ( 始 新 世 ) に 関し て 堆積 作用 の 状態 や 
堆積 物 の 研究 に つい て 述べ て ある 。 JB 
学 的 研究 は 1836 年 に Rogers に よ つ 
て 始め て 研究 され その 後 Knapp(1907), 
Bickam (1950),Spangler and Peterson 
(1950) に よ ょ つて 研究 され た 。 

Vincentown 層 は 最小 層 厚 18 (RaeK 
460 (RCHMLASLE, 苔 虫 類 の 多い 右 
灰 岩 と 石英 質 砂 と 有 孔 虫 質 砂 , ‘ema 
WEL UVR SNCS. 石英 砂 の 試料 
に 対し て は 酸 に 深 ふ し て COW SRE 
研究 し て いる 。 BEDI TE 16H 
試料 で 1.3 THES 1.6 DYKE FART DE 
ZO w iat 2.8 OME ERT o 
岩石 の 鉄 物 別 の 分 析 で は 海 緑 石 , 雲母 と 
BAS 15%, 石英 が 72%, で 加里 長 
石 , ソー ダ 長 石 が 10%, 石灰 長石 が 3% 
で あり その 根源 と し て は 酸性 の HALES 
石 に 考え て いる 。 0.074mm か ら :0.104 
mm の 大 き さ の も の に つい て 重 低 物 の 分 
析 を 行い Dryden (1940) の 結論 と 同じ 
く 皇 に 結晶 質 岩 石 に 根源 を BATHS 


筆者 は 自 つ ぽく 丸 味 あ る 石英 , 長石 と 破 
BES NERO FEE CHERO eat 
Coastal Plain BJBQ HA Dia OMA 
変成 岩 に 根源 を 考え て いる 。 HOME 
E 積 作用 に つい て ふれ) Hornerstown 
層 は 初期 相 を 表わし , AER AT 
Manasquan 層 は 海 退 想 で あり この 関係 
に つい て 岩本 的 に 又 地 実 的 に 説明 を 加え 
て いる 。 最後 に Vincentown [SO ve 
Ove OPENS. Durham(1950) ODF 
究 を 引用 し 堆積 当時 は 亜熱帯 性 気候 で あ 


つた だ で いる 0 (Jour. Sed Pets 24, 
212~217, 1954) (阿部 〕 


7734, Roundness scale OZR 
Powers, M. C. 

JER AIT OFAIRIS2638 roundness (円 
PREP SUILFIREE) と し て 表わさ れ , その 
測定 や 形状 の 分 類 に は Wadell (1935), 
Pettijohn (1949), Krumbein (1941), 


. Russell and Taylor (1937) Mzé3e2% 


So LPURUOMI OW THEE 
行う 場合 は 困難 で 特に 野外 で は か ん た ん 
WIFE CET COLE D5 BBs 
roundness scale (円 状 度 標 準 尽 と 訳し て 
お く ) eeEL Cw So これ は rouudness 
を 標 漠 の 形態 と 比較 し て very angular, 
angular, subangular, subrounded, 
rounded, well rounded と 6 級 に 分 は け , 各 
級 の 形態 の 特徴 を 粘土 で 模型 に し , これ 
を 更に high sphericity, low sphericity 
の 2 組 づ つ 作 る 。 この 模型 を 写真 に し こ 
れ を 用 いて 実際 に 料 を 写真 と 比較 し な が 
ら roundness eye る の で あの 
模型 は 概略 的 な も の で ある が , 各 級 の 形態 
が よく で き て いる , RUOME MK 
計 的 に 推論 する 場合 に は か ん た ん に 決定 
で きる の で , 時 間 的 な ら び に 経 湾 的 面 か 
ら 特 に 野外 調査 の と い の 携行 品 と し て 便 
われ る (our き SedPeti 23; 
117~119, 1953) (3H) 
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BZ 員 名 8 
(昭和 30 年 1 月 現在 ) 
ア 安居 院 弘 輔 日 立 市 日 立 鍼 業 所 本 山 葉巻 Ae HACHEM eas 
安積 政 昭 So a ay SE FRE 人 金沢 大 学 理学 部 
= a J 原 = 
ehh LORCA MECRIRIINA 3 の 有 路 GE DIATE RSS ee 
ee ee イ 井 上 人 恋 tee An 
安夫 俊夫 RRA ERIE He 井上 ie FORME ER Hy Am mM 
SE & raat 2) na 
i= ROR T ーー ーー f= 会 shen oA = ク 
阿古 目 邦 夫 Lappin ermal WEEE | "HLS ARIE 
Bk — 伊藤 希 久 夫 wera 174 
NEI 伊藤 B= 釜石 市 富士 負 鉄 伏石 製鉄 所 
’ He BE carl > た を 
阿部 me reese | FR Ee Pa 
阿部 te 東北 大 学 理 学部 岩 夏 教 密 伊藤 Bh 奈川 県 高座 郡 犬 和 町 ch 
阿部 正宏 RAKZRSRALAS SoH 
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Hand book of ¢2m identification. By T. Liddicoat, Jr. 本 書 は 宏 石 類 
を 鑑定 する に 必要 な こと が ら を 詳細 に 述べ た も の で ある 。 従来 , 宝石 に 関す る 著述 ・ 
は 少 か ら ず 出版 され て いた が , 実際 に 未知 な 一 宝 右 が どの 様 な 種類 の も の で ある か 
を 氏 室 する に 役立ち 得る も の は 少な か つた 。 そこ で 著者 は この た め に 本 書 を 記述 し 
た の で あつ て , 前 半 に は 六 と し て 宝石 の 伝 物 学 的 講 性 質 と , これ ら を 定量 的 に 測定 
する 方 潜 を 述べ て いる 。 特に 人 工 宝 石 の 包 喪 物 が 球状 で ある こと , 区 研磨 し た 時 に 
は 条 線 が 認め られ る こと , 短波 長 此 外線 下 で 着色 し て 見 える こと , 三重 か さ ね 宝石 
王 重 か さ ね 宝石 等 を 興味 深く 記載 し て いる 。 BECAME, 緑色 透明 宝石, 
BAGYEt, GERBERA MEANARERYEA, 無色 透明 宝石 , NABOR 
& £@e he Be 褐色 , Ae, 灰色 , 及び 黒色 宝石 等 に つい て , MLK Be 
SERRA, 氏 定 表 を 附 記 し て いる © (Gemological Institute of America, 本 次 
294, 附図 110, 初版 1947 年 , 再版 1948 年 ,) § 4.50) (Ae 

ASTM standards 1952, (Part5) A.S.T.M. に よっ つて 刊行 され て いる AS 
TM standards 1952 年 版 (3 年 毎 に 発 門 ) の 全 7 MOHO LOT, AMAA - 
石油 ・ 芳 香 族 炭 化 水 素 ・ 澤 滑 油 に 関係 する 各種 の 規格 試験 波及 び 実験 状 置 な ど が こ 
の 痢 行 物 の 型式 に 従 つ て 掲げ られ た も の で ある 。 Ait Chiin CwS 内 容 を 項目 別 
で 示せ ば Petroleum produsts and Inbricants (1~633 頁 ), ASTM engine 
test msthods for rating fuels (641~596 BH), Methods of measuring and 
samoling petroleum and petroleum products (699~796 Hi), Coal and 
coke (799~796 KH), Gaseous fuels (907~1052 &), Industrial aromatic 
hydrocarbons (1055~1106 B), Engine antifreezes (1109~1136 BH), 及び 
Thermometers and general testing methods (1139~1228) で , 例え ば 
Fig RU BIBL CDW TlE crude-petroleum, butadiene, bituminous 
materials, motor and aviation fuels, petroleum solvent and naphthas, 
diesel fuels, lubricating oils 及び その 他 の grease, wax に つい て , 各種 の 試 
PERUSE On, また 石炭 及び 藤 炭 の 項 で も 同様 に 試料 採取 法 , スク リー ン 
分 株 潜 な ど 他 の 項目 に 於 ける と 同様 物理 化学 実験 及び 工業 試験 法 の 必要 な 材料 が 綱 
ZEXNCWHo. 因みに 本 の 他 の 内 容 を 挙げ ザ れ \, Partl-Ferrous metals, Part2 
—-Non-ferrous mstals, Part3—Ceme2nt, ceramics, concrete etc., Part4— 
Paint, naval stores etc., Part6—Rubber, plastics etc. &U Part7—Textiles, 
soaps, paper etc. で ある 。(Amsrican Society for Testing Materials, 195346 
2 月 発行 , AIC 1228, 4000 円 ) [加藤 毅 〕 
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